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白鷹町協働のまちづくり条例が

施行されました②

平成15年度

「協働のまちづくり推進助成事業」の成果⑩

平成16年度福祉事業のご案内⑫

白鷹町鮎貝土地区画整理事業

新しいまちの愛称が決まりました⑭

産婦人科診療についてのお知らせ⑭

町のコンピューター利用について⑮
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釜の越桜チャリティ　河口恭吾「桜」ライブ
４月23日、釜の越桜を救おうと、「桜」が大ヒットしている河口恭吾さんのチャリティーライブが開催されました。当初、釜の
越農村公園で開く予定でしたが、悪天候のため急きょ会場を荒砥小体育館に変更。河口さんは、釜の越桜の写真をバックに「桜」
や新曲「愛の歌」などを熱唱し、満員の観客を魅了しました。
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「
白
鷹
町
協
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ま
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く
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５
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７
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６
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７
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５
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７
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７
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�
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�
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�
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�
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見
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催
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。



　　 広報しらたか　2004.5.14●3

◇
中
間
報
告
か
ら
の主

な
改
正
点

・
町
民
と
町
が
と
も
に
創
る
ま
ち
づ

　

く
り
と
の
考
え
方
か
ら
条
例
の
名

　

称
を
、「
協
創
の
ま
ち
づ
く
り
」
と

　

表
現
し
て
い
た
が
、

　

①「
協
創
」と
い
う
と「
競
争
」の
イ

　

メ
ー
ジ
を
連
想
す
る
た
め
イ
メ
ー

　

ジ
が
悪
い
。

　

②
町
民
と
町
が
と
も
に
汗
を
か
き

　

な
が
ら
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
こ

　

と
か
ら「
協
働
」の
方
が
イ
メ
ー
ジ

　

的
に
良
い
。

　

③
町
民
に
は
、「
協
創
」
よ
り
「
協

　

働
」
が
定
着
し
て
い
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
、「
協
創
の
ま
ち

　

づ
く
り
」を「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

　

と
し
た
。

・
町
民
が
行
う
も
の
に
つ
い
て
は
、

　

責
務
と
し
て
の
「
努
め
な
け
れ
ば

　

な
ら
な
い
。」
と
い
う
表
現
か
ら
、

　

自
発
的
な
中
で
積
極
的
に
取
り
組

　

む
活
動
目
標
と
し
て
「
目
指
す
も

　

の
と
す
る
。」と
い
う
表
現
に
改
め

　

た
。

・
町
が
取
り
組
む
も
の
に
つ
い
て
は
、

　

「
努
め
る
も
の
と
す
る
。」と
い
う

　

表
現
か
ら
「
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

　

い
。」、「
す
る
も
の
と
す
る
。」と
い

　

う
よ
う
に
、
で
き
る
か
ぎ
り
明
確

　

に
取
り
組
む
姿
勢
の
表
現
に
改
め

　

た
。
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�
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・
前
文
は
、
条
例
制
定
の
趣
旨
を
明
ら
か

　

に
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
町
の
ま
ち
づ

　

く
り
の
現
状
や
社
会
情
勢
等
を
踏
ま
え
、

　

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
に
つ
い

　

て
述
べ
、
自
己
決
定
・
自
己
責
任
の
原

　

則
に
基
づ
く
住
民
自
治
の
実
践
で
も
あ

　

る
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進
に

　

よ
る
住
み
よ
い
ま
ち
の
創
造
を
決
意
し

　

て
い
る
。

・「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」と
は
、
ま
ち
づ

　

く
り
に
関
す
る
情
報
共
有
と
町
民
参
画

　

を
基
本
に
、
町
民
と
町
が
共
に
協
力
し

　

て
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
町
は
審
議
会
委
員
の
公
募

　

や
計
画
立
案
へ
の
町
民
意
見
の
反
映
、

　

町
予
算
な
ど
の
情
報
提
供
、
広
報
公
聴

　

活
動
な
ど
を
実
施
し
て
き
た
。
ま
た
、

　

各
地
区
や
区
、
そ
の
他
ま
ち
づ
く
り
団

　

体
等
も
活
発
に
地
域
づ
く
り
活
動
等
を

　

行
っ
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
全
て
が
「
協

　

働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
一
環
で
あ
る
。

　

本
条
例
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

　

み
や
実
践
を
法
令
で
裏
打
ち
す
る
と
と

　

も
に
、
さ
ら
に
前
進
さ
せ
て
い
こ
う
と

　

す
る
も
の
で
あ
る
。

・「
私
た
ち
は
」と
し
て
い
る
の
は
、
こ
の

　

条
例
が
町
民
と
町
の
双
方
の
意
思
に
よ

　

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
表
現
し
た
も
の

　

で
あ
る
。

・「
ま
ち
づ
く
り
」と
は
、
道
路
や
公
園
な

　

ど
の
整
備
（
ハ
ー
ド
面
）
を
は
じ
め
と

　

し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
づ
く
り

　

活
動
（
ソ
フ
ト
面
）
な
ど
も
含
む
私
た

　

ち
の
暮
ら
し
づ
く
り
そ
の
も
の
と
い
う

　

ふ
う
に
幅
広
く
捉
え
て
い
る
。

・「
町
民
」と
は
、
町
内
の
す
べ
て
の
住
民
、

　

事
業
者
及
び
各
種
団
体
を
い
う
。

・「
町
」と
は
、
町
の
執
行
機
関
及
び
行
政

　

委
員
会
等
を
い
う
。

・「
町
政
」と
は
、「
ま
ち
づ
く
り
」
の
一
環

　

と
し
て
町
が
行
う
行
政
運
営
を
い
う
。

・「
住
民
自
治
」と
は
、
地
方
自
治
の
本
旨

　

で
あ
り
、
住
民
の
意
思
を
基
本
に
ま
ち

　

づ
く
り
を
行
う
こ
と
を
い
う
。

・「
情
報
の
共
有
」と
は
、
町
民
と
町
が
町

　

政
に
関
す
る
情
報
を
共
に
保
有
し
活
用

　

す
る
こ
と
で
あ
る
。

・「
町
民
の
参
画
」と
は
、
町
民
が
町
な
ど

　

が
主
催
す
る
事
業
等
に
参
加
す
る
と
い

　

う
こ
と
に
加
え
て
、
自
ら
が
事
業
を
計

　

画
し
た
り
、
主
催
者
と
な
っ
た
り
す
る

　

こ
と
も
含
ん
で
い
る
。
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�
�
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�
説
明
�

・
こ
の
条
例
を
制
定
す
る
目
的
を
規
定
し

　

た
も
の
で
あ
る
。

・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
目
的
は
住
民
自

　

治
の
確
立
の
み
な
ら
ず
、
住
み
よ
い
ま

　

ち
を
つ
く
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

・「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
基
本
的

　

な
事
項
」
と
は
、
情
報
共
有
と
町
民
参

　

画
を
中
心
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
、

　

町
民
の
権
利
や
役
割
、
町
の
役
割
な
ど

　

を
い
う
。

�
基
本
理
念
�

第
�
条�

�
�
�
�
�
�
主
役
�
町

�

民
�
�
�
�
町
�
�
町
民
主
体
�

�

�
�
�
�
�
�
行
�
�
�
�
�
�
�

��

町
民
�
町
�
�
情
報
�
共
有
�

�

町
民
�
自
発
的
�
参
画
�
�
�
�

�

互
�
�
果
�
�
�
�
役
割
�
責
任

�

�
分
担
�
�
協
力
�
�
�
�
�
�

�

�
�
進
�
�
�
�
�
�
�
�

��

町
民
�
町
�
�
対
等
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
取
�

�

組
�
�
�
�
�
�
�

�
説
明
�

・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

　

の
基
本
理
念
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

・
第
１
項
は
、
町
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

　

に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
ま
ち
づ
く

　

り
の
主
役
が
町
民
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら

　

た
め
て
確
認
し
、
町
民
を
主
体
と
し
た

　

ま
ち
づ
く
り
を
行
う
も
の
と
し
て
い
る
。

・
第
２
項
は
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

　

め
る
う
え
で
大
切
な
原
則
を
規
定
し
て

　

い
る
。
情
報
の
共
有
と
町
民
の
参
画
は

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
大
き
な
柱
で
あ

　

り
、
そ
こ
か
ら
ま
ち
づ
く
り
の
目
的
共

　

有
や
町
民
と
町
の
相
互
理
解
、
信
頼
関

　

係
な
ど
が
生
ま
れ
て
く
る
。

・「
自
発
的
な
参
画
」と
は
、
自
ら
の
意
思

　

に
よ
っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
す
る
こ

　

と
で
あ
る
。

・
第
３
項
は
、
町
民
と
町
の
立
場
、
関
係

　

を
規
定
し
て
い
る
。

・「
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
」と
は
、
相
互
の

　

関
係
に
上
下
関
係
が
な
い
協
力
者
を
意

味
し
て
い
る
。

�
町
民
�
権
利
�

第
�
条�

町
民
�
�
等
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
権
利
�
有
�
�
�

�
説
明
�

・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
に
あ

　

た
っ
て
、
す
べ
て
の
町
民
が
ま
ち
づ
く

　

り
に
か
か
わ
る
権
利
を
保
障
し
た
も
の

　

で
あ
る
。

・
町
民
が
ま
ち
づ
く
り
に
か
か
わ
る
の
は

　

当
然
の
権
利
で
あ
り
、
責
務
で
は
な
い
。

　

強
制
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
も
の
で
あ
る
。

・
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
性
別
と
か

　

年
齢
、
社
会
的
地
位
、
心
身
の
状
態
、

　

思
想
信
条
、
国
籍
な
ど
に
関
係
な
く
、

　

誰
も
が
平
等
に
ま
ち
づ
く
り
に
か
か
わ

　

る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。

・「
ま
ち
づ
く
り
に
か
か
わ
る
権
利
」と
は
、

　

町
政
の
情
報
を
知
る
こ
と
や
ま
ち
づ
く

　

り
に
参
加
し
た
り
自
ら
活
動
し
た
り
す

　

る
こ
と
な
ど
、
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
あ

　

ら
ゆ
る
面
で
ま
ち
づ
く
り
に
関
係
す
る

　

こ
と
で
あ
る
。

・
町
政
に
つ
い
て
の
情
報
を
知
る
権
利
に

　

つ
い
て
は
、
第
７
条
（
情
報
の
共
有
）

　

に
規
定
し
て
い
る
。

�
町
民
�
活
動
目
標
�

第
�
条�

町
民
�
�
自
�
�
意
思
�

�

責
任
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
参

�

画
�
�
町
�
協
力
�
�
�
�
�
�

�

�
�
推
進
�
目
指
�
�
�
�
�
�
�

��

町
民
�
�
個
�
�
立
場
�
価
値

�

観
�
違
�
�
理
解
�
�
互
�
�
尊

�

重
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
推
進

�

�
目
指
�
�
�
�
�
�
�

��

町
民
�
�
�
�
�
�
�
活
動
�

�

情
報
交
換
�
連
携
�
�
�
�
�
�

�

活
動
�
一
層
�
推
進
�
目
指
�
�

�

�
�
�
�
�

�
説
明
�

・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

　

の
町
民
の
活
動
目
標
を
規
定
し
た
も
の

　

で
あ
る
。

・
第
１
項
は
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
画
と
、

　

町
と
協
力
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

を
規
定
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
参
画
は

　

強
制
す
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

　

自
ら
の
意
思
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
参
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画
し
な
い
こ
と
を
理
由
に
差
別
的
な
扱

　

い
を
受
け
た
り
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　

一
方
、
参
画
す
る
場
合
に
は
、
発
言
や

　

行
動
に
責
任
を
持
つ
必
要
が
あ
る
。
ま

　

ち
づ
く
り
へ
の
参
画
に
は
、
町
政
運
営

　

へ
の
参
画
の
み
な
ら
ず
、
地
域
課
題
の

　

解
決
や
地
域
づ
く
り
活
動
へ
の
参
画
、

　

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
情
報
の
把
握
や

　

学
習
活
動
な
ど
も
含
ま
れ
る
。
ま
た
、

　

参
画
の
仕
方
や
程
度
は
町
民
個
々
に
違

　

う
の
が
あ
た
り
ま
え
で
、
た
と
え
ば
、

　

毎
日
ご
み
を
ひ
と
つ
拾
う
と
い
っ
た
よ

　

う
に
、
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
か

　

ら
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

・
第
２
項
は
、
町
民
間
の
相
互
理
解
と
個

　

人
の
尊
重
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

　

町
民
個
々
の
考
え
方
に
は
違
い
が
あ
る

　

こ
と
か
ら
、
話
し
合
い
な
ど
を
通
じ
て

　

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

他
人
の
考
え
も
理
解
し
、
仲
良
く
す
る

　

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
第
３
項
は
、
町
民
間
の
ま
ち
づ
く
り
活

　

動
の
連
携
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

町
民
の
個
人
や
団
体
、
事
業
者
な
ど
に

　

よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
が

　

あ
る
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
行
う
活
動
の

　

情
報
交
換
、
活
動
協
力
等
に
よ
り
、
現

　

在
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
さ
ら
に
前
進

　

さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

�
町
�
責
務
�

第
�
条�

町
�
�
公
正
�
�
誠
実
�

�

町
政
�
運
営
�
�
基
幹
的
�
計
画

�

�
�
�
�
施
策
�
実
施
�
�
�
評

�

価
�
�
町
政
�
�
町
民
�
参
画
�

�

機
会
�
確
保
�
�
町
民
�
協
力
�

�

�
�
�
�
�
�
�
推
進
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�

��

町
�
�
町
政
�
�
�
�
町
民
�

�

対
�
説
明
責
任
�
果
�
�
�
町
民

�

�
�
合
意
形
成
�
努
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�

��

町
�
�
町
民
�
�
�
�
�
�
活

�

動
�
適
切
�
対
応
�
�
�
体
制
�

�

整
備
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
説
明
�

・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

　

の
町
の
責
務
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

・
第
１
項
は
、
町
政
運
営
に
取
り
組
む
町

　

の
姿
勢
や
町
民
の
町
政
へ
の
参
画
機
会

　

の
確
保
、
町
民
と
協
力
す
る
責
務
に
つ

　

い
て
規
定
し
て
い
る
。
町
民
の
町
政
へ

　

の
参
画
の
機
会
は
、
現
時
点
で
は
全
て

　

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
基
幹
的
な
も

　

の
か
ら
と
位
置
付
け
て
い
る
が
、
そ
の

　

幅
は
徐
々
に
広
げ
て
い
く
べ
き
も
の
で

　

あ
る
。
参
画
機
会
を
確
保
す
る
際
は
、

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
町
民
が
参
加
し

　

や
す
い
よ
う
な
手
法
を
用
い
る
こ
と
が

　

大
切
で
あ
る
。

・
第
２
項
は
、
町
民
へ
の
説
明
責
任
と
合

　

意
形
成
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
町

　

政
に
つ
い
て
の
説
明
責
任
と
は
、
町
民

　

か
ら
信
託
を
受
け
て
し
て
い
る
町
の
仕

　

事
に
つ
い
て
、
依
頼
主
で
あ
る
町
民
に

　

対
し
仕
事
の
内
容
を
具
体
的
に
説
明
す

　

る
責
務
の
こ
と
で
あ
り
、
情
報
提
供
や

　

行
政
評
価
な
ど
に
よ
り
責
務
を
果
た
す

　

こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
町
民
と
の
合
意

　

形
成
は
、
そ
れ
に
至
る
経
過
が
大
切
で

　

あ
り
、
情
報
提
供
や
公
聴
活
動
に
よ
る

　

町
民
と
の
対
話
な
ど
に
よ
り
責
務
を
果

　

た
す
こ
と
に
な
る
。

・
第
３
項
は
、
町
民
の
ま
ち
づ
く
り
活
動

　

に
対
す
る
町
の
体
制
の
整
備
に
つ
い
て

　

規
定
し
て
い
る
。
体
制
に
は
、
組
織
や

　

職
員
の
資
質
向
上
な
ど
も
含
む
も
の
で

　

あ
る
。
役
場
の
組
織
は
ど
こ
で
何
を
し

　

て
い
る
の
か
常
に
町
民
に
わ
か
る
よ
う

　

に
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
ま

　

た
、
組
織
を
常
に
見
直
し
、
各
種
相
談

　

等
に
対
応
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
こ

　

と
も
大
切
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

　

町
民
が
来
庁
す
る
機
会
が
多
く
な
り
、

　

情
報
の
共
有
、
相
互
理
解
な
ど
に
も
結

　

び
つ
い
て
い
く
。
職
員
に
つ
い
て
も
、

　

研
修
等
を
通
じ
て
ま
ち
づ
く
り
の
専
門

　

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の
資
質
を
向
上
さ
せ

　

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

�
審
議
会
等
委
員
�
公
募
�

第
�
条�

町
�
�
条
例
等
�
基
�
�

�

設
置
�
�
�
審
議
会
等
�
委
員
�

�

選
任
�
�
�
�
�
�
�
�
一
部
又

�

�
全
部
�
町
民
�
中
�
�
公
募
�

�

�
�
�
�
�
�
�

�
説
明
�

・
町
民
の
町
政
へ
の
参
画
の
一
環
と
し
て

　

各
種
審
議
会
や
懇
話
会
、
委
員
会
等
の

　

委
員
の
公
募
に
つ
い
て
規
定
し
た
も
の

　

で
あ
る
。

・
こ
れ
ま
で
一
部
の
条
例
等
で
委
員
の
公

　

募
は
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
全
体
的
な

　

公
募
規
定
は
初
め
て
で
あ
る
。
公
募
す

　

る
委
員
の
数
は
、
可
能
な
限
り
多
く
す

　

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

　

の
審
議
会
等
の
内
容
等
に
よ
り
判
断
す

　

べ
き
も
の
で
あ
る
。
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�
情
報
�
共
有
�

第
�
条�

町
�
�
町
政
�
�
�
�
町

�

民
�
知
�
権
利
�
保
障
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�

��

町
�
�
保
有
�
�
情
報
�
町
民

�

�
共
有
�
�
�
�
�
�
�
情
報
�

�

町
民
�
�
�
�
�
�
�
提
供
�
�

�

町
民
�
簡
易
�
�
迅
速
�
情
報
�

�

得
�
�
�
�
�
�
多
様
�
媒
体
�

�

活
用
�
情
報
提
供
体
制
�
整
備
�

�

努
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��

町
�
�
個
人
�
権
利
�
利
益
�

�

侵
害
�
防
�
�
�
�
個
人
情
報
�

�

保
護
�
�
�
�
必
要
�
措
置
�
講

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
説
明
�

・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
柱
と
も
い
え
る

　

情
報
の
共
有
に
つ
い
て
規
定
し
た
も
の

　

で
あ
る
。

・
情
報
の
共
有
に
よ
り
、
参
画
す
る
町
民

　

に
も
町
と
同
じ
知
識
が
あ
っ
て
初
め
て

　

そ
の
意
見
や
行
動
が
生
き
て
く
る
。

・
第
１
項
は
、
町
政
に
つ
い
て
町
民
の
知

　

る
権
利
を
規
定
し
て
い
る
。
し
か
し
個

　

人
情
報
な
ど
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

　

い
も
の
は
当
然
公
開
か
ら
除
か
れ
る
。

・
第
２
項
は
、
町
の
町
民
へ
の
情
報
提
供

　

に
つ
い
て
の
責
務
を
規
定
し
て
い
る
。

・「
多
様
な
媒
体
」と
は
、
広
報
誌
や
イ
ン

　

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
情
報
を
伝
達
す
る
手

　

段
を
い
う
。
将
来
的
に
は
、
特
定
非
営

　

利
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
が
町
や
各
種
団
体

　

に
関
わ
る
情
報
な
ど
町
内
の
情
報
を
一

　

本
化
し
、
タ
ウ
ン
誌
と
し
て
発
刊
す
る

　

方
法
も
考
え
ら
れ
る
。

・「
情
報
提
供
体
制
」と
は
、
町
民
が
町
政

　

に
つ
い
て
の
情
報
を
得
る
た
め
の
情
報

　

公
開
体
制
や
総
合
案
内
体
制
な
ど
を
い

　

う
。

・
第
３
項
は
、
個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い

　

て
規
定
し
て
い
る
。
情
報
の
共
有
は
協

　

働
の
ま
ち
づ
く
り
の
大
切
な
柱
で
あ
る

　

が
、
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
特
定
の
個

　

人
を
識
別
で
き
る
よ
う
な
情
報
な
ど
は

　

保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
は
、

　

必
要
な
措
置
と
し
て
個
人
情
報
保
護
条

　

例
を
制
定
し
対
応
し
て
い
る
。

�
会
議
�
公
開
�

第
�
条�

町
�
�
町
民
�
審
議
会
等

�
会
議
�
原
則
�
�
�
公
開
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
条
例
等
�
公

開
�
�
�
�
�
�
会
議
及
�
情
報
公

開
条
例
�
非
公
開
�
�
�
情
報
�
関

�
�
会
議
�
�
�
�
限
�
�
�
�
�

�
説
明
�

・
情
報
共
有
の
一
環
と
し
て
各
種
審
議
会

　

や
懇
話
会
、
委
員
会
等
の
会
議
の
原
則

　

公
開
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

・
条
例
等
で
公
開
し
な
い
と
し
た
会
議
は

　

情
報
公
開
審
査
会
な
ど
が
あ
る
。
情
報

　

公
開
条
例
で
非
公
開
と
な
る
情
報
に
関

　

す
る
会
議
と
し
て
は
、
個
人
情
報
を
含

　

む
会
議
や
公
開
す
る
こ
と
で
意
思
決
定

　

の
中
立
性
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
の
あ

　

る
会
議
な
ど
で
あ
る
。

・
会
議
の
公
開
は
、
会
議
の
日
時
や
場
所
、

　

内
容
等
を
事
前
に
広
く
町
民
に
周
知
す

　

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

�
町
民
意
見
等
�
把
握
�
反
映
�

第
�
条�

町
�
�
町
政
�
関
�
�
町

�

民
�
意
見
�
提
案
�
把
握
�
�
�

�

�
�
�
必
要
�
措
置
�
講
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�

��

町
�
�
前
項
�
把
握
�
�
町
民

�

�
意
見
�
提
案
�
対
�
�
�
�
対

�

応
�
�
�
�
説
明
�
付
�
�
速
�

�

�
�
回
答
�
�
�
�
努
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�

��

町
�
�
第
�
項
�
把
握
�
�
町

�

民
�
意
見
�
提
案
�
中
�
�
適
切

�

�
�
建
設
的
�
意
見
�
提
案
�
�

�

�
�
�
�
町
政
�
反
映
�
�
�
�

�

努
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
説
明
�

・
町
が
行
う
町
民
意
見
等
の
把
握
と
そ
の

　

結
果
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て
規
定
し

　

た
も
の
で
あ
る
。

・
第
１
項
は
、
町
民
意
見
等
の
把
握
の
た

　

め
に
、
町
は
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
よ

　

う
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も
地
区

　

座
談
会
や
移
動
町
長
室
、
広
報
直
通
便

　

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
も

　

含
め
て
実
効
性
の
あ
る
対
応
を
講
じ
て

　

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
第
２
項
は
、
町
民
の
意
見
等
へ
の
対
応

　

に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
町
は
、
町

　

民
の
意
見
等
を
聞
く
だ
け
で
は
な
く
、

　

で
き
る
、
で
き
な
い
も
含
め
て
そ
の
意

　

見
等
に
対
し
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の

　

か
を
説
明
し
な
が
ら
、
早
い
時
期
に
回

　

答
す
る
よ
う
努
め
る
と
し
て
い
る
。

・
第
３
項
は
、
町
民
の
意
見
等
の
町
政
へ

　

の
反
映
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
町

　

は
、
町
民
の
意
見
等
を
聞
く
だ
け
で
は

　

な
く
、
町
政
に
反
映
す
べ
き
よ
い
意
見

　

等
に
つ
い
て
は
町
政
に
反
映
す
る
こ
と

　

を
努
力
義
務
と
し
て
い
る
。
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�
�
�
�
�
�
�
学
習
等
�

第
10
条�

町
�
�
町
民
�
�
�
�
�

�

�
�
関
�
�
情
報
�
把
握
�
学
習

�

�
�
�
機
会
�
設
�
�
�
�
努
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

��

町
�
�
町
民
�
�
�
�
�
�
�

�

�
意
識
高
揚
�
図
�
�
�
�
公
益

�

�
関
�
�
教
育
�
推
進
�
努
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
説
明
�

・
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
学
習
や
公
益
に

　

関
す
る
教
育
に
つ
い
て
規
定
し
た
も
の

　

で
あ
る
。

・
第
１
項
は
、
町
民
の
ま
ち
づ
く
り
に
関

　

す
る
学
習
環
境
等
の
充
実
に
つ
い
て
規

　

定
し
て
い
る
。
町
民
が
ま
ち
づ
く
り
に

　

参
画
す
る
た
め
に
も
、
ま
ち
づ
く
り
に

　

関
す
る
知
識
や
行
政
の
仕
組
み
の
理
解

　

な
ど
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も

　

情
報
収
集
や
学
習
機
会
の
確
保
が
必
要

　

で
あ
る
。

・
第
２
項
は
、
公
益
に
関
す
る
教
育
の
推

　

進
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
日
本
の

　

中
学
生
の
社
会
貢
献
に
対
す
る
意
識
が

　

低
い
と
い
う
調
査
結
果
な
ど
も
あ
る
こ

　

と
か
ら
、
学
校
教
育
（
小
中
学
校
）
や

　

社
会
教
育
（
公
民
館
等
）
な
ど
を
通
じ

　

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
公
益
に
つ
い
て

　

の
教
育
の
推
進
に
努
め
る
と
し
て
い
る
。

・「
公
益
」と
は
、
自
分
自
身
の
幸
せ
か
ら

　

一
歩
進
め
て
、
み
ん
な
の
た
め
に
役
立

　

つ
と
い
っ
た
概
念
を
い
う
。

�
�
�
�
�
�
活
動
�
�
支
援
等
�

第
11
条�

町
�
�
町
民
�
行
�
�
�

�

�
�
�
活
動
�
促
進
�
�
�
�
�

�

必
要
�
応
�
助
成
�
�
他
�
支
援

�

�
努
�
�
�
�
�
�
�
�

��

町
�
�
特
定
非
営
利
法
人
�
�

�

�
�
�
等
町
民
�
�
�
�
�
�
団

�

体
�
育
成
�
努
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
施
策
�
�
�
効
果

�

的
�
�
効
率
的
�
達
成
�
�
�
�

�

認
�
�
�
�
�
�
�
�
当
該
団
体

�

�
町
業
務
�
委
託
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�

�
説
明
�

・
町
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
対
す

　

る
町
の
支
援
等
に
つ
い
て
規
定
し
た
も

　

の
で
あ
る
。

・
第
１
項
は
、
町
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ

　

の
助
成
や
そ
の
他
の
支
援
に
つ
い
て
規

　

定
し
て
い
る
。
具
体
的
な
支
援
と
し
て

　

は
、
情
報
提
供
や
技
術
支
援
、
活
動
場

　

所
の
提
供
、
財
政
的
支
援
な
ど
が
想
定

　

さ
れ
る
。
ま
た
、
町
民
が
行
う
ま
ち
づ

　

く
り
活
動
の
総
合
的
な
調
整
も
大
切
な

　

支
援
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

・
第
２
項
は
、
ま
ち
づ
く
り
団
体
等
の
育

　

成
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
今
後
、

　

ま
ち
づ
く
り
の
重
要
な
担
い
手
と
な
る

　

特
定
非
営
利
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
を
は
じ

　

め
各
種
ま
ち
づ
く
り
団
体
を
育
成
す
る

　

こ
と
で
、
町
民
と
町
の
間
に
位
置
す
る

　

第
３
の
セ
ク
タ
ー（
ま
ち
づ
く
り
組
織
）

　

が
生
ま
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
こ
れ
ら

　

の
団
体
に
町
業
務
を
委
託
す
る
こ
と
が

　

で
き
る
と
い
う
規
定
を
設
け
る
こ
と
で
、

　

団
体
の
活
動
の
活
性
化
を
促
し
、
コ
ミ

　

ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
雇
用
の

　

場
の
確
保
に
も
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待

　

し
て
い
る
。

＊
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
と
は
、地
域
住
民
が

　

主
体
と
な
り
、
地
域
が
抱
え
る
問
題
を
ビ
ジ
ネ

　

ス
と
し
て
継
続
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、

　

地
域
の
問
題
を
解
決
し
、
新
た
な
雇
用
を
作
り

　

出
し
、地
域
を
元
気
に
す
る
事
業
の
こ
と
で
あ
る
。

�
地
域
�
�
�
�
�
�
�

第
12
条�

町
民
�
�
�
�
豊
�
�
生

�

活
�
送
�
�
�
�
組
織
�
�
�
�

�

�
地
域
�
�
�
�
�
�
�
役
割
�

�

認
識
�
�
将
来
�
�
�
�
良
好
�

�

地
域
�
�
�
�
�
�
�
創
造
�
目

�

指
�
�
�
�
�
�
�

��

町
�
�
地
域
�
�
�
�
�
�
�

�

自
主
性
�
自
立
性
�
尊
重
�
�
必

�

要
�
応
�
�
�
活
動
�
対
�
�
助

�

成
�
�
他
支
援
�
努
�
�
�
�
�

�

�
�
�

�
説
明
�

・
町
民
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
関
係
、

　

町
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
関
係
に
つ

　

い
て
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

・
第
１
項
は
、
町
民
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

　

ィ
の
再
認
識
と
創
造
に
つ
い
て
規
定
し

　

て
い
る
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
は
地

　

域
の
自
主
的
・
主
体
的
な
団
体
又
は
集

　

団
で
あ
る
。
白
鷹
町
で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

　

テ
ィ
が
果
た
し
て
き
た
役
割
は
大
き
く
、

　

今
後
も
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

　

る
う
え
で
大
き
な
役
割
が
期
待
さ
れ
る

　

こ
と
か
ら
、
町
民
が
目
指
す
べ
き
方
向

　

性
と
し
て
規
定
し
て
い
る
。
な
お
、
地

　

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
こ
れ
ま
で
以
上
に

　

町
民
に
開
か
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な

　

ら
な
い
。

・
第
２
項
は
、
町
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

に
対
す
る
支
援
等
に
つ
い
て
規
定
し
て

　

い
る
。
町
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
対

　

等
で
あ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
自

　

主
性
や
自
立
性
は
尊
重
し
な
け
れ
ば
な

　

ら
な
い
。
支
援
に
つ
い
て
は
、
情
報
提

　

供
や
技
術
支
援
、
活
動
場
所
の
提
供
、
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財
政
的
支
援
な
ど
で
あ
り
、
地
域
コ
ミ

　

ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
の
活
性
化
を
促
進
す

　

る
も
の
で
あ
る
。

�
町
出
身
者
等
�
�
連
携
�

第
13
条�

町
民
�
町
�
�
町
出
身
者

�

及
�
町
�
�
関
心
�
高
�
人
�
�

�

連
携
�
�
�
�
識
見
�
�
�
�
�

�

�
�
活
�
�
�
�
努
�
�
�
�
�

�

�
�
�

�
説
明
�

・
白
鷹
町
に
関
わ
り
の
あ
る
町
外
の
人
々

　

と
の
連
携
と
、
そ
の
知
識
や
意
見
等
を

　

ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
規

　

定
し
た
も
の
で
あ
る
。

・
町
民
と
町
が
協
力
し
て
ま
ち
づ
く
り
を

　

進
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
首
都

　

圏
白
鷹
会
な
ど
の
町
出
身
者
や
白
鷹
町

　

に
愛
着
を
感
じ
て
い
た
だ
い
て
い
る
人

　

々
と
連
携
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

　

と
と
も
に
、
そ
の
意
見
等
を
ま
ち
づ
く

　

り
に
活
か
し
て
い
く
と
し
て
い
る
も
の
。

　

こ
れ
ら
の
人
々
と
は
、
白
鷹
町
応
援
団

　

と
し
て
い
ろ
ん
な
形
で
ま
ち
づ
く
り
に

　

参
画
し
て
も
ら
う
な
ど
連
携
し
て
い
か

　

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
町
民
や

　

町
と
違
っ
た
視
点
や
知
識
、
意
見
を
持

　

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
を
ま
ち

　

づ
く
り
に
生
か
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

�
行
政
評
価
�

第
14
条�

町
�
�
町
政
�
効
果
的
�

�

�
効
率
的
�
進
�
�
�
�
�
�
�

�

適
切
�
時
期
�
政
策
�
施
策
及
�

�

事
務
事
業
�
評
価
�
行
�
�
�
�

�

結
果
�
町
民
�
公
表
�
�
�
�
�

�

�
�
�

��

町
�
�
前
項
�
評
価
�
結
果
�

�

対
�
�
町
民
�
意
見
�
述
�
�
機

�

会
�
確
保
�
努
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�

�
説
明
�

・
説
明
責
任
を
果
た
す
た
め
の
行
政
評
価

　

等
に
つ
い
て
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

・
第
１
項
は
、
町
の
効
率
的
な
町
政
運
営

　

と
行
政
評
価
、
そ
の
公
表
に
つ
い
て
規

　

定
し
て
い
る
。
行
政
評
価
は
、
町
が
行

　

う
仕
事
の
政
策
、
施
策
、
事
務
事
業
の

　

区
分
に
対
し
て
事
前
、
事
中
、
事
後
に

　

評
価
す
る
の
が
基
本
的
で
あ
る
が
、
評

　

価
手
法
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か

　

ら
、「
適
切
な
時
期
に
政
策
、
施
策
及
び

　

事
務
事
業
の
評
価
を
行
う
」
と
い
う
表

　

現
に
し
て
い
る
。
行
政
評
価
は
、
そ
れ

　

な
り
の
時
間
と
作
業
量
が
想
定
さ
れ
る

　

こ
と
か
ら
、
実
施
に
当
た
っ
て
は
で
き

　

る
だ
け
簡
素
で
体
系
的
に
評
価
で
き
、

　

町
民
に
も
わ
か
り
や
す
い
シ
ス
テ
ム
を

　

構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
第
２
項
は
、
評
価
の
結
果
に
対
す
る
住

　

民
の
意
見
聴
取
の
機
会
確
保
に
つ
い
て

　

規
定
し
て
い
る
。
評
価
自
体
へ
の
町
民

　

の
参
加
機
会
の
確
保
は
当
然
で
あ
る
が
、

　

評
価
の
結
果
に
対
し
て
も
意
見
を
言
え

　

る
機
会
の
確
保
に
努
め
る
と
し
た
も
の

　

で
あ
る
。

�
町
民
投
票
�

第
15
条�

町
長
�
�
�
�
�
�
�
�

�

関
�
�
重
要
�
事
項
�
�
�
�
�

�

町
民
�
意
思
�
直
接
問
�
必
要
�

�

�
�
�
認
�
�
�
�
�
町
民
投
票

�

�
制
度
�
設
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��

投
票
�
付
�
�
�
事
項
�
投
票

�

資
格
者
�
投
票
�
方
法
�
�
他
町

�

民
投
票
�
実
施
�
必
要
�
事
項
�
�

�

�
�
�
�
�
事
案
�
応
�
�
別
�

�

条
例
�
定
�
�
�

�
説
明
�

・
町
民
意
思
確
認
の
最
終
的
な
手
段
と
し

　

て
町
民
投
票
に
つ
い
て
規
定
し
た
も
の

　

で
あ
る
。

・
町
民
投
票
に
つ
い
て
、
直
接
請
求
に
町

　

民
の
大
変
な
労
力
を
必
要
と
す
る
こ
と

　

か
ら
、
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に
、
重
要

　

な
事
項
に
つ
い
て
は
制
度
と
し
て
確
立

　

す
る
こ
と
を
位
置
付
け
た
も
の
。

・
第
１
項
は
、
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
町

　

長
が
必
要
と
認
め
る
と
き
は
町
民
投
票

　

の
制
度
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
規

　

定
し
て
い
る
。
通
常
的
に
は
、
多
く
の

　

課
題
が
情
報
共
有
や
町
民
参
画
な
ど
に

　

よ
る
町
民
と
町
と
の
相
互
理
解
の
中
で

　

解
決
で
き
る
は
ず
で
あ
り
、
町
民
投
票

　

は
「
必
要
と
認
め
る
と
き
」
に
制
度
を

　

設
け
る
と
し
、
恒
常
的
に
設
け
る
も
の

　

で
は
な
い
。

・
第
２
項
は
、
町
民
投
票
に
関
す
る
詳
細

　

は
別
に
条
例
で
定
め
る
と
規
定
し
て
い

　

る
。
こ
れ
は
、
投
票
に
係
る
事
案
が
多

　

種
多
様
で
あ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る

　

た
め
で
あ
る
。
事
案
に
よ
っ
て
は
投
票

　

資
格
者
の
年
齢
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら

　

な
い
こ
と
も
あ
り
う
る
。
よ
っ
て
、
画

　

一
的
に
定
め
て
お
く
の
で
は
な
く
、
そ

　

れ
ぞ
れ
の
事
案
に
応
じ
て
別
に
条
例
で

　

定
め
る
と
し
て
い
る
。

・
町
民
投
票
は
、
議
会
制
民
主
主
義
の
中
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に
あ
っ
て
そ
の
是
非
が
多
々
議
論
さ
れ

　

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
協
働
の
ま
ち
づ

　

く
り
を
進
め
る
上
で
、
町
民
が
ま
ち
づ

　

く
り
に
参
画
し
意
思
を
直
接
表
示
で
き

　

る
制
度
と
し
て
大
切
な
要
素
で
あ
る
。

　

ま
た
、
町
民
投
票
は
、
議
会
制
民
主
主

　

義
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
住
民

　

自
治
の
実
現
に
向
け
て
、
重
要
な
事
項

　

に
対
し
て
町
民
が
意
思
を
直
接
表
示
で

　

き
る
制
度
と
し
て
、
議
会
制
民
主
主
義

　

を
補
完
す
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

�
�
�
条
例
�
位
置
付
�
�

第
16
条�

�
�
条
例
�
�
�
�
�
�

�

�
�
基
本
原
則
�
�
�
�
町
�
�

�

他
�
条
例
�
規
則
等
�
定
�
�
場

�

合
�
�
�
�
�
�
�
�
条
例
�
定

�

�
�
事
項
�
最
大
限
�
尊
重
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
説
明
�

・
こ
の
条
例
を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
原
則

　

と
位
置
付
け
、
他
の
条
例
や
規
則
等
を

　

制
定
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
条
例
を
最

　

大
限
に
尊
重
す
る
こ
と
を
規
定
し
た
も

　

の
で
あ
る
。

・
町
民
と
町
が
共
に
協
力
し
て
ま
ち
づ
く

　

り
を
行
う
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
ま

　

ち
づ
く
り
を
行
う
う
え
で
の
基
本
原
則

　

で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
全
般
に
関
わ
る

　

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
条
項
を

　

設
け
た
も
の
で
あ
る
。

�
�
�
条
例
�
検
討
及
�
見
直
�
�

第
17
条�

町
�
�
�
�
条
例
�
施
行

�

後
�
年
�
超
�
�
�
期
間
�
�
�
�

�

�
�
条
例
�
�
�
�
�
�
�
基
本

�

原
則
�
�
�
適
切
�
機
能
�
�
�

�

�
�
�
検
討
�
�
�
�
結
果
�
踏

�

�
�
�
�
�
条
例
�
見
直
�
�
�

�

必
要
�
措
置
�
講
�
�
�
�
�
�

�

�
�

�
説
明
�

・
こ
の
条
例
の
施
行
後
５
年
を
超
え
な
い

　

期
間
ご
と
に
、
検
討
と
見
直
し
等
に
つ

　

い
て
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

・
こ
の
条
項
は
、
こ
の
条
例
の
形
骸
化
の

　

防
止
、
町
民
が
本
条
例
に
関
心
を
持
ち

　

続
け
る
動
機
付
け
、
時
代
に
あ
っ
て
い

　

る
か
ど
う
か
の
検
証
な
ど
を
目
的
と
し

　

て
い
る
。

・
当
然
、
こ
の
条
例
の
検
討
及
び
見
直
し

　

に
当
た
っ
て
は
、
情
報
共
有
や
町
民
参

　

画
、
会
議
の
公
開
な
ど
本
条
例
の
規
定

　

に
沿
っ
て
町
民
と
町
が
協
力
し
て
行
う

　

こ
と
と
な
る
。

附�

則

�

�
�
条
例
�
�
平
成
16
年
�
月
�

�

日
�
�
施
行
�
�
�

�
説
明
�

・
こ
の
条
例
の
効
力
が
発
生
す
る
日
を
規

　

定
し
た
も
の
で
あ
る
。

問い合わせ　
　政策改革課　企画・協働のまちづくり推進係

　（☎85－6123）
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みなさんが主体となって実施する事業を応援します

　「協働のまちづくり推進助成事業」とは、町内会やサークルなど、町民の自主的な団体が自分たちの手でまちづ

くり事業などを行う場合、その経費の一部を助成する事業です。

　平成15年度は、地域づくりに関する事業や歴史・文化に関する事業、新分野チャレンジ事業など、４件の事業に

地域のかたがたが主役となって積極的に取り組まれました。

　この事業を有効に活用いただき、今後ますます地域の活性化と協働のまちづくりが推進されることが期待されます。

●新分野チャレンジ事業

新分野チャレンジ（特産物の開発）事業

申 請 団 体　まぁ・どんな会（代表　佐藤洋子）
認定事業費　1,503,285円
助　成　金　695,000円
　中山地区で活動を展開しているまぁ・どんな会は、夏のスキーセンターを利用したまぁ・どんな
れすとらんのほか農産物や山菜などの販売を行っています。今回の事業はお客さんに好評だった「凍み餅」や漬物などの農産物を加
工し商品としていくには、食品衛生法上に基づく加工施設の整備が必要であることから、ＪＡの協力により中山の出張所であったと
ころを加工施設として改良整備したものです。特産品開発による女性の起業活動や所得向上、地域の活性化などが期待されます。

平成15年度「協働のまちづくり推進助成事業」の成果

●地域づくり、イベント・交流拡大事業

浅立標識設置事業

申 請 団 体　浅立区（代表　区長　鈴木従蔵）
認定事業費　461,777円
助　成　金　218,000円
　浅立区では、国道287号の移動で集落への入り口がわかりづらくなり不便をきたしていました。
　この事業は、他地区をはじめ区民から標識設置を望む声が多くなったことによる事業です。浅立区には置賜さくら回廊を構成する
２本の古典桜もあり、地区を訪れる県内外の観桜客も多く、経済、歴史、文化等の交流を通した地域の活性化につながることが期待
されます。

白鷹町内の校歌を後世に残すための冊子発刊事業

申 請 団 体　白鷹町内の校歌をのこす会（代表　加藤仁一）
認定事業費　2,400,000円
助　成　金　600,000円
　昭和29年の白鷹町誕生以来、少子化現象等により旧町村ごとにあった小・中学校が統廃合となり、
同時にその時歌われていた学校の校歌も時代と共に忘却の彼方に押し流されようとしています。
　この事業は、貴重な文化遺産である校歌を後世に残すことを目的に、歌詞と楽譜を調査発掘し冊子として発刊したものです。校歌
という共通の話題をもとに、地域における世代間交流や情報発信により全国各地に暮らす町出身者との交流推進も期待されます。

●歴史・文化事業

伯楽の松保存事業

申 請 団 体　西横田尻区（代表　区長　菅　正男）
認定事業費　500,000円
助　成　金　237,000円
　西横田尻地区にある伯楽の松は、出羽三山参りの街道沿いに植えられたものとされ、樹齢400～
500年ともいわれる数少ない松の古木です。隣接する笠松ロマン館と背後の山並みとがマッチして見事な景観を形成しています。しか
し、松くい虫被害など松の生育に支障となることが懸念されることから、それを未然に防止し、貴重な文化財を後世に残すことを目
的に実施されたものです。文化財を通しての交流人口の増加や地域住民の愛着心の向上などが期待されます。
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白
鷹
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

平
成
16
年
度
�
助
成
希
望
団
体
�
募
集
�
�
�
�

みなさんの文化活動を支援します

平成15年度の生涯学習推進助成事業を紹介します

●200回記念行事
　「土田義晴絵画教室並びに原画展」

実施主体…白たか子どもの本研究会

　　　　　（会長　奥村幸雄）

実施月日…平成16年２月28日

実施場所…白鷹町中央公民館

助 成 額…228,000円

●第７回ハーモニーコンサート

実施主体…ハーモニーコンサート実行委員会

　　　　　（代表　御代田修）

実施月日…平成15年11月15日

実施場所…ハーモニープラザ

助 成 額…204,000円

　

今
年
度
も
助
成
を
希
望
さ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
は
ま
ち
づ
く
り

団
体
の
構
成
員
が
協
力
し
て
作
業

を
行
い
、
原
材
料
費
の
支
給
に
よ

り
整
備
が
完
了
す
る
と
認
め
ら
れ

る
事
業
と
地
域
計
画
づ
く
り
を
行

う
事
業
を
追
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
制
定
さ
れ
た
白
鷹
町

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
（
第
11

条
）
を
補
完
す
る
事
業
で
、
事
業

の
予
算
総
額
は
２
０
０
万
円
で
す
。

先
着
順
に
助
成
対
象
団
体
を
選
考

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
計
画
的
な

事
業
の
実
施
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
助
成
�
対
象
�
�
�
事
業

⑴
地
域
�
�
�
事
業

�

�
�
�
�
�
�
施
設
等
�
整
備
�

�

地
域
特
性
�
生
�
�
�
施
設
等

�

�
整
備
�
地
域
�
景
観
形
成
�
研

�

修
会
�
開
催
�
調
査
研
究
�
�

⑵
歴
史
�
文
化
事
業

�

歴
史
文
化
�
保
存
伝
承
�
郷
土

�

史
発
刊
�
郷
土
料
理
�
伝
承
活

�

用
�新
�
�
芸
術
文
化
活
動
�
�

⑶
�
�
�
�
�
交
流
拡
大
事
業

�

大
会
�
祭
�
�
�
�
�
�
�
�
� �

都
市
交
流
�
�

⑷
新
分
野
�
�
�
�
�
事
業

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
立

�

�
上
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
立
�
上
�
�
特
産
物
�

�

開
発
�
�

⑸
地
域
�
�
�
計
画
策
定
事
業

�

地
域
�
現
状
�
課
題
把
握
�
地

�

域
発
展
�
�
�
�
�
�
�
�
具

�

現
化
�
向
�
�
具
体
的
事
項
事

�

業
実
施
�
向
�
�
方
策
検
討
�

�

�
⑹
�
�
�
�
�
団
体
直
営
事
業

�

公
園
�
�
�
施
設
等
�
�
�
�

�

�
�
�
団
体
�
構
成
員
�
協
力

�

�
�
作
業
等
�
行
�
�
�
�
�

�

原
材
料
費
�
支
給
�
�
�
整
備

�

�
完
了
�
�
�
認
�
�
�
�
�

�

�
�
�

�
手
続
�
�
方
法

�
申
請

�

事
業
�
助
成
�
希
望
�
�
�
団

体
�
�
�
�
�
�
協
議
書
�
�
町

長
�
対
�
提
出
�
�
必
要
�
�
�

�
�
�
�
�
事
業
�
計
画
性
�
高

�
�
�
�
�
協
議
書
�
受
付
�
次

�
�
回
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
第
�
回

�

�
月
14
日
�
月
�
�
�

�
第
�
回

�

�
月
13
日
�
月
�
�
�

�
第
�
回

�

12
月
13
日
�
月
�
�
�

�
助
成
額

�

助
成
�
対
象
�
�
�
事
業
�
⑴

�
⑷
20
万
円
以
上
�
事
業
費
�
�

�
40
�
以
内
�
額
��
�
�
�
助
成

限
度
額
�
50
万
円
�
�
�
�
�
⑸

�
20
万
円
以
上
�
事
業
費
�
�
�

80
�
以
内
�
額
�
助
成
限
度
額
�

50
万
円
�
�
�
⑹
�
原
材
料
費
�

80
�
以
内
�
額
�
�
助
成
限
度
額

�
10
万
円
�
�
�
�
�

�
助
成
金
交
付
�
決
定

�

助
成
金
�
�
�
�
�
�
提
出
�

�
�
�
�
協
議
書
�
�
�
�
選
定

委
員
会
�
�
�
�
検
討
�
�
手
続

�
�
経
�
町
長
�
決
定
�
�
�
�

�
詳
�
�
�
�

政
策
改
革
課

企
画
�
協
働
�
�
�
�
�
�
推
進
係

�
☎
85

�

�
�
�
�
�
担
当

�

湯

澤
�
大
木
�
�
�
�
問
�
合
�
�

�
�
�
�
�

�
助
成
�
対
象
�
�
�
事
業
�

　

広
く
一
般
町
民
を
対
象
と
し

た
次
の
よ
う
な
内
容
の
も
の
で
、

ほ
か
の
補
助
金
を
受
け
て
い
な

い
も
の
を
対
象
と
し
ま
す
。

①
自
主
活
動
及
び
学
習
、
研
修
、

研
究
な
ど
の
発
表
に
関
わ
る
事

業②
講
演
会
、
講
習
会
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
か
か
わ
る
事
業

③
調
査
、
試
作
な
ど
の
発
表
に

関
わ
る
事
業

④
そ
の
ほ
か
町
長
が
認
め
る
事
業

�
補
助
金
�
交
付
�
申
請
�
�
�
�

　

所
定
の「
協
議
書
」（
申
請
書
）

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出

さ
れ
た
「
協
議
書
」
の
内
容
を

選
定
委
員
会
で
審
査
し
、
交
付

す
る
か
し
な
い
か
を
決
定
し
ま

す
。

�
助
成
金
�
額

　

対
象
事
業
に
決
定
し
た
と
き

は
、
予
算
の
範
囲
内
で
そ
の
事

業
に
必
要
な
経
費
の
47
・
５
％

以
内
の
額
を
助
成
し
ま
す
。
た

だ
し
、
助
成
の
対
象
と
な
る
事

業
は
総
事
業
費
が
10
万
円
以
上

の
も
の
と
し
、
助
成
す
る
金
額

は
最
高
47
万
５
０
０
０
円
ま
で

で
す
。

■
窓
口
・
問
い
合
わ
せ　

教
育

委
員
会
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ

推
進
係
（
☎
85

－

６
１
４
７
）
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心
身
障
害
者
福
祉

重
度
障
害
者
介
護
者
激
励
金

　

65
歳
以
下
の
重
度
障
害
者
（
一

部
該
当
し
な
い
障
害
が
あ
り
ま
す
）

を
介
護
し
て
い
る
か
た
に
対
し
、

介
護
者
激
励
金
を
支
給
し
ま
す
。

条
件　

身
体
障
害
者
手
帳
１
、
２

級
及
び
療
育
手
帳
Ａ
所
有
の
20
歳

以
上
在
宅
の
介
護
者

給
付　

２
万
６
０
０
０
円

身
体
障
害
者
更
生
医
療
給
付

事
業

　

更
生
医
療
費
を
給
付
し
、
福
祉

の
増
進
を
図
り
ま
す
。

条
件　

当
該
身
体
障
害
の
治
療
に

対
す
る
医
療

給
付　

医
療
保
険
の
個
人
負
担
分

の
一
部
を
給
付

料
金　

町
民
税
・
所
得
税
に
応
じ
て

障
害
者
支
援
費
支
給
事
業

　

心
身
障
害
者
の
施
設
利
用
、
居

宅
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
短
期
入
所
）

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
（
知
的
）

条
件　

65
歳
未
満
の
身
体
障
害
者

手
帳
及
び
療
育
手
帳
所
有
の
在
宅

者
で
支
援
及
び
指
導
が
必
要
な
か
た

料
金　

（
町
が
定
め
る
徴
収
基
準

に
よ
る
）
利
用
者
が
20
歳
以
上
の

時
は
本
人
の
収
入
、
利
用
者
が
20

歳
未
満
の
時
は
扶
養
義
務
者
の
所

得
税
に
応
じ
て

心
身
障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー

利
用
等
事
業

　

タ
ク
シ
ー
料
金
の
一
部（
自
動

車
燃
料
費
助
成
か
ど
ち
ら
か
一
方
）

を
助
成
し
ま
す
。

条
件

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３
級
の

　

か
た
（
た
だ
し
、
下
肢
機
能
障

　

害
は
１
〜
４
級
の
か
た
）

・
療
育
手
帳
Ａ
、
Ｂ
の
か
た

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

　

〜
２
級
の
か
た

利
用　

年
間
福
祉
タ
ク
シ
ー
券

（
５
４
０
円
15
枚
綴
）
を
１
冊
交

付
。
腎
臓
障
害
で
透
析
の
た
め
通

院
の
か
た
は
２
冊
。

自
動
車
燃
料
費
助
成

　

自
動
車
燃
料
費
の
一
部
（
タ
ク

シ
ー
料
金
の
助
成
を
受
け
て
い
な

い
か
た
）
を
助
成
し
ま
す
。

条
件　

自
動
車
税
（
軽
自
動
車
税

を
含
む
）
の
減
免
を
受
け
て
い
て
、

次
に
該
当
す
る
か
た

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３
級　

　
（
下
肢
機
能
障
害
４
級
）の
か
た

・
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健

　

福
祉
手
帳
１
級
の
か
た

利
用　

年
間
自
動
車
燃
料
費
助
成

券
（
５
０
０
円
10
枚
綴
）
を
１
冊

交
付
。
腎
臓
機
能
障
害
で
透
析
の

た
め
通
院
の
か
た
は
２
冊
。

重
度
身
体
障
害
者
日
常
生
活

用
具
給
付
事
業

　

障
害
者
が
家
庭
生
活
を
営
む
う

え
で
の
不
便
を
解
消
し
、
自
立
し

た
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

条
件　

身
体
障
害
者
手
帳
所
有
の

か
た

利
用　

ベ
ッ
ド
、浴
槽
、湯
沸
器
、

便
器
、手
す
り
、住
宅
改
修
費
給
付
等

料
金　

町
民
税
・
所
得
税
に
応
じ
て

障
害
児
、
知
的
障
害
者
日
常

生
活
用
具
給
付
事
業

　

障
害
児
者
が
家
庭
生
活
を
営
む

う
え
で
の
不
便
を
解
消
し
、
自
立

し
た
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

条
件　

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育

手
帳
所
有
の
か
た

利
用　

ベ
ッ
ド
、
浴
槽
、
湯
沸
器
、

便
器
、
手
す
り
、
電
磁
調
理
器
等

料
金　

町
民
税
・
所
得
税
に
応
じ
て

重
度
身
体
障
害
者
介
護
車
両

改
造
費
支
給
事
業

　

車
椅
子
等
利
用
の
障
害
者
を
介

護
者
の
車
両
に
乗
ら
れ
る
よ
う
に
、

車
両
を
改
造
す
る
場
合
、
こ
れ
を

支
援
し
ま
す
。

条
件　

身
体
障
害
者
手
帳
所
有
の

か
た
で
次
に
該
当
す
る
か
た
な
ど

・
下
肢
障
害
が
１
〜
２
級
の
か
た
、

　

体
幹
障
害
が
１
〜
３
級
の
か
た

利
用　

車
両
改
造
費
の
２
分
の
１

で
、
補
助
額
20
万
円
限
度

身
障
者
、
身
障
児
補
装
具
給

付
事
業

　

障
害
者
が
家
庭
生
活
を
営
む
う

え
で
の
不
便
を
解
消
し
、
自
立
し

た
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

条
件　

身
体
障
害
者
手
帳
所
有
の

か
た
で
障
害
に
よ
り
必
要
な
か
た

利
用　

必
要
な
補
装
具
を
支
給

料
金　

町
民
税
・
所
得
税
に
応
じ
て

精
神
障
害
者
居
宅
生
活
支
援

事
業

　

精
神
障
害
者
の
在
宅
（
居
宅
）

生
活
を
支
援
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
短
期
入
所
）

条
件　

精
神
保
健
福
祉
手
帳
所
持

及
び
精
神
障
害
を
支
給
事
由
と
す

る
障
害
年
金
を
受
給
し
て
い
る
在

宅
者
で
支
援
が
必
要
な
か
た

料
金　

（
町
が
定
め
る
徴
収
基
準

に
よ
る
）
生
計
中
心
者
の
所
得
税

に
応
じ
て

＊
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ（
短
期
入
所
）

に
つ
い
て
は
利
用
で
き
る
ベ
ッ
ト

ご存じですか？福祉サービス
平成16年度福祉事業のご案内

（介護保険サービスを除く）
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数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
早
め
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

精
神
障
害
者
医
療
費
助
成
事
業

　

精
神
障
害
者
の
入
院
医
療
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

条
件　

白
鷹
町
に
住
所
を
有
し
、

原
則
と
し
て
前
年
度
所
得
税
非
課

税
世
帯
の
か
た
で
精
神
疾
患
等
で

入
院
治
療
を
し
た
か
た

料
金　

医
療
費
（
食
事
療
養
費
を

含
む
）
の
自
己
負
担
額
の
三
分
の

一
と
す
る
。
た
だ
し
、
１
カ
月
の

自
己
負
担
額
の
最
低
限
度
を
３
０

０
０
円
と
す
る
。

老
人
福
祉

介
護
予
防
・
生
活
さ
さ
え
合

い
事
業

　

介
護
保
険
の
円
滑
な
実
施
の
た

め
、
高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に
陥

っ
た
り
、
状
態
が
悪
化
す
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
す
る
介
護
予
防
施

策
や
自
立
し
た
生
活
を
確
保
す
る

た
め
に
必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

ホ
�
ム
ヘ
ル
プ
サ
�
ビ
ス
（
生
活

管
理
指
導
員
派
遣
事
業
）

条
件　

60
歳
以
上
で
介
護
保
険
に

該
当
し
な
い
か
た
で
、
日
常
生
活

に
支
援
や
指
導
が
必
要
な
か
た

利
用　

家
事
援
助
、
一
週
間
２
回

以
内
で
１
回
２
時
間
未
満

料
金　

介
護
保
険
制
度
と
同
じ
１

割
負
担

デ
イ
サ
�
ビ
ス
（
生
き
が
い
活
動

通
所
事
業
、
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス

事
業
）

条
件　

65
歳
以
上
で
介
護
保
険
に

該
当
し
な
い
か
た

利
用　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
間

で
概
ね
１
回
、
午
前
10
時
か
ら
午

後
３
時
ま
で

料
金　

１
回
５
０
０
円

場
所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

シ
�
�
ト
ス
テ
イ
（
生
活
管
理
指

導
短
期
宿
泊
事
業
）

条
件　

60
歳
以
上
で
介
護
保
険
に

該
当
し
な
い
か
た
で
、
生
活
支
援

及
び
指
導
が
必
要
な
か
た
。
介
護

者
が
冠
婚
葬
祭
等
の
と
き
な
ど

利
用　

７
日
間
以
内
／
月

料
金　

１
日
あ
た
り
２
０
０
０
円

寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
�
ビ
ス

条
件　

寝
た
き
り
老
人
、
単
身
老

人
（
年
２
回
以
内
）

利
用　

寝
具
３
点
な
ど
（
マ
ッ
ト

レ
ス
等
）
を
自
宅
に
訪
問
し
て
運

搬
、
洗
濯
乾
燥
消
毒
、
配
達

料
金　

１
回
１
０
０
０
円

配
食
サ
�
ビ
ス
事
業

　

概
ね
週
１
回
一
人
暮
ら
し
老
人

ま
た
は
老
人
夫
婦
世
帯
に
配
食

料
金　

１
回
２
０
０
円

家
族
介
護
教
室
事
業

　

痴
呆
等
老
人
の
介
護
を
し
て
い

る
人
の
教
室

高
齢
者
敬
老
祝
金
支
給
事
業

　

長
寿
を
祝
福
し
祝
金
を
支
給
し

ま
す
。

給
付　

１
月
１
日
で
数
え
１
０
０

歳
の
か
た
に
30
万
円
（
施
設
入
所

者
10
万
円
）
を
支
給

高
齢
者
寿
賀
祝
品
支
給
事
業

　

長
寿
を
祝
福
し
祝
品
を
支
給
し

ま
す
。

条
件　

数
え
77
歳
、
88
歳
、
99
歳

給
付　

77
歳
、
88
歳
は
町
の
賀
詞

・
祝
品
、
99
歳
は
県
の
賀
詞
・
祝

　

品
及
び
町
の
祝
品
（
敬
老
会
で

　

支
給
）

ね
た
き
り
老
人
介
護
者
激
励

金
支
給
事
業

　

ね
た
き
り
老
人
を
介
護
し
て
い

る
か
た
に
対
し
、
介
護
者
激
励
金

を
支
給
し
ま
す
。

条
件　

６
カ
月
以
上
の
在
宅
の
介

護
者

給
付　

２
万
６
０
０
０
円

お
む
つ
支
給
事
業

　

常
時
失
禁
状
態
に
あ
る
ね
た
き

り
老
人
等
に
対
し
お
む
つ
を
支
給

し
ま
す
。

条
件　

世
帯
の
収
入
額
合
計
が

（
90
万
円
×
18
歳
以
上
の
世
帯
員

数
＋
５
０
０
万
円
）
以
下
で
、
65

歳
以
上
か
つ
３
カ
月
以
上
の
在
宅

の
ね
た
き
り
老
人
等
（
入
院
中
は

該
当
し
ま
せ
ん
）

給
付　

現
物
（
１
カ
月
あ
た
り
５

０
０
０
円
相
当
以
内
）

家
族
介
護
用
品
支
給
事
業

　

ね
た
き
り
老
人
等
に
対
し
介
護

用
品
を
支
給
し
ま
す
。

条
件　

介
護
保
険
の
介
護
度
４
、

５
で
町
民
税
非
課
税
の
か
た

給
付　

現
物（
お
む
つ
、清
拭
用
品
等
）

老
人
家
庭
除
雪
費
支
給
事
業

　

自
力
で
雪
降
ろ
し
で
き
な
い
か

た
に
対
し
、除
雪
費
を
支
給
し
ま
す
。

条
件　

住
民
税
非
課
税
世
帯
で
一

人
暮
ら
し
老
人
世
帯
ま
た
は
こ
れ

に
準
ず
る
世
帯

利
用　

雪
降
ろ
し　

１
回
当
り
８

１
０
０
円
以
内
で
年
２
回
以
内

老
人
世
帯
等
除
雪
支
援
事
業

　

自
力
で
除
雪
で
き
な
い
65
歳
以

上
の
老
人
の
み
、
生
活
通
路
の
除

雪
支
援
を
行
い
ま
す
。

内
容　

出
入
り
口
の
確
保
の
た
め
、

人
的
除
雪
を
行
い
ま
す
。

緊
急
通
報
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
が
急

病
や
災
害
等
の
緊
急
時
に
、
ご
く

簡
単
な
操
作
で
受
信
セ
ン
タ
ー
に

通
報
す
る
こ
と
の
で
き
る
機
器
の

設
置
を
行
い
ま
す
。

条
件　

単
身
老
人
世
帯
ま
た
は
65

歳
以
上
の
老
人
の
み
世
帯
、
ま
た

は
こ
れ
に
準
ず
る
世
帯
（
今
年
度

は
30
世
帯
）

利
用
料　

１
月
５
０
０
円

介
護
保
険
に
お
け
る
低
所
得

利
用
者
負
担
対
策

　

介
護
保
険
に
お
い
て
、
利
用
者

負
担
金
が
所
得
に
関
係
な
く
一
律

に
な
っ
た
の
に
伴
い
、
相
対
的
に

低
所
得
者
の
負
担
が
増
え
た
こ
と

に
よ
り
、
生
活
困
難
に
な
る
の
を

防
止
す
る
た
め
、
低
所
得
者
の
利

用
者
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

介
護
保
険
法
施
行
時
の
利
用
者
に

対
す
る
軽
減

社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
利
用
者
負

担
額
減
免
措
置
事
業

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
介
護
負

　

担
、
食
事
、
日
常
生
活
費
を
２

　

分
の
１
に
す
る
。

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の
利

　

用
者
負
担
金
を
２
分
の
１
に
す

　

る
。

■
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課
福
祉
係

　

�
☎
86

－

０
１
１
１
�
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平成16年度から産婦人科診療が変更になりました
　平成16年５月より産婦人科常勤医師の配置ができなくなりました。これにより産科診療ができなくなり、平
成16年度から産科診療を廃止することとなりました。
　５月からは、山形大学医学部非常勤医師の派遣を受け、週２日間の婦人科診療を行っています。大変ご不便
をおかけいたしますが、ご理解をお願いいたします。

　　　平成16年度の婦人科診療（お産の取り扱いはできません）

　　　　　　　　　　　　５月以降　診療日：火曜日と木曜日
　　　　　　　　　　　　

（受付：午前８時30分から午前11時30分まで）

　　　　　　　　　　　　＊月、水、金曜日は休診となります。

　　　　　　　　　　　　▼診療内容：婦人科一般、婦人科検診、予防接種（予約必要）、町の人間ドック

＊広報しらたか２月12日号で５月以降の火曜日と木曜日の診察は午後も行うとお知らせしましたが、都合によ
　り午前中のみの診療となります。日程変更になり、たいへん申し訳なくお詫びいたします。

■問い合わせ　町立病院（☎85－2155）

白鷹町鮎貝土地区画整理事業
新しいまちの愛称が決まりました！

白鷹ニュータウン

四季の郷
さと

　白鷹町鮎貝土地区画整理組合では、３月から（仮称）鮎貝ニュータウンの愛称を募集してきましたが、多くのか

たがたから210点に及ぶ応募がありました。４月28日に選考委員会を開催し、厳正に審査した結果、新野美代子さん

（鮎貝）からご応募いただいた「白鷹ニュータウン四季の郷」に決定しました。

　５月１日に愛称発表会が行われ、入選者に賞状と金一封が贈呈されました。また、入選を逃されたかたの中から

抽選で、下記のかたがたに記念品が贈呈されました。

＊この愛称は、今後のまちづくりのイメージを端的に表現したもので、保留地分譲におけるセールスポイントとし

て活用されます。

　　　　▼入選

　　　　　新野美代子（鮎貝）

　　　　▼記念品贈呈者

　　　　　赤間　きみ（鮎貝）

　　　　　糸　　まさ（東京都）

　　　　　梅津　恒子（鮎貝）

　　　　　菅　　洋子（鮎貝）

　　　　　紺野　俊三（萩野）

　　　　　佐々木泰子（米沢市）

　　　　　沼沢由紀子（鮎貝）

　　　　　高橋　伸一（鮎貝）

　　　　　樋口　賢次（鮎貝）

　　　　　松谷　忠和（米沢市）

問い合わせ　白鷹町鮎貝土地区画整理組合（☎85－3119）
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業務名 コンピューター登録されている項目 処理状況

住民記録 世帯番号、個人番号、氏名、生年月日、性別、世帯主名、続柄、住民となった日、住所、本
籍地、筆頭者、前住所、転出先住所、住所コード、印鑑登録番号、選挙資格の有無、投票区、
国民健康保険の資格に関する事項、国民年金の資格に関する事項、退職者医療に関する事項、
学校区、外国人区分

住民登録、異動処理、証明・
届書発行、印鑑登録原票
作成、国民健康保険者の
資格異動、国民健康保健
証発行、老人医療受給者
の資格異動

国民年金 被保険者の記号・番号、保険料種別、資格異動に関する事項、免除に関する事項 被保険者の登録・異動、
年金受給金額試算

国民健康保険 被保険者記号番号、国民健康保険の資格に関する事項、福祉医療証番号、福祉医療の資格に
関する事項、高額療養費に関する事項、老人医療費に関する事項（一部）

医療給付の支援

印鑑登録証明 印影、印鑑登録日、印鑑番号 印鑑登録、印鑑証明書発行

軽自動車税 登録番号、登録・廃車年月日、異動事由、異動年月日、車種、税額、納付額・年月日、非課
税・身障減免区分、未納額、過誤納額、車体番号など

軽自動車税の賦課・年間
異動、納付書作成

税収納 税目、期別、納付区分、納期限、入金回数、入金額（本税促手数料、延滞金 )、入金年月日、
納付金融機関番号、督促状、催告状発布判定、未納額、そのほか滞納処分判定・年月日、解
除年月日

各税入金の収納整理、督
促状などの作成、滞納処
分資料の作成

確定申告支援 所得に関する事項（事業・不動産・給与・雑・譲渡等）、控除に関する事項（医療費・社会保
険・生命保険・損害保険・人的等）、税額控除に関する事項（住宅・配当等）

所得税確定申告、町県民
税申告

家屋評価 建物（非木造を除く）を新増築したかたの個人情報、新増築した図面・面積・評価額 家屋の評価額

上下水道
使用料

年度・月区分、使用者氏名、水栓所在地、請求者住所・氏名、使用者番号、徴収区分、用途
区分、口径、使用水量、上下水道使用料、量水器口径区分、量水器使用料、栓数、銀行・口
座番号、収納年月日、収納金額、督促区分、メーターに関する情報

上下水道使用料徴収

福祉支援
（高齢者福祉）

登録番号、取扱日、取扱動機、民生委員名、氏名、性別、生年月日、家族類型、住所、電話
番号、緊急連絡先、世帯の状況、医療の状況、身体・精神の状況、日常生活の状況、住居の
状況、入退院の状況、老健施設利用の状況、サービスの利用状況、サービスの希望状況、意
見・要望、生計中心者の状況、処遇方針、所得税、住民税

高齢者福祉・障害者福祉、
健康福祉センター窓口支
援、在宅介護支援センター

福祉支援
（障害者福祉）

身障手帳番号、総合等級、運賃種別、交付年月日、氏名、性別、生年月日、住所、電話番号、
視力、聴力、障害部位名、障害名、障害原因名、保護者情報、家族情報、所得税、住民税、
サービス利用状況、補装具、日常生活用具、更生医療、身障施設

介護保険 被保険者番号、被保険者証交付年月日、住所、氏名、生年月日、性別、続柄、認定調査票、
主治医情報、医師意見書、要介護認定情報、居宅介護支援事業者情報、介護サービス利用情
報、施設入所情報、住民税、所得税、介護保険料階層区分、口座情報、介護保険料納付情報、
滞納処分情報、生活保護受給情報、国民年金受給情報、厚生年金受給情報、老人医療受給情
報、高額介護費支給情報

介護保険資格記録管理業
務、介護保険料賦課・収
納業務、介護保険受給者
管理業務、介護保険給付
実績管理業務、認定審査
業務

児童手当
保育料計算

個人番号、氏名、住所、性別、電話番号、金融機関名、児童氏名、所得額、被用区分
園児氏名、生年月日、性別、保護者氏名、電話番号、住所、方書、保育所名、措置期間、所
得税、住民税、固定資産税、階層、保育料

児童手当
保育料計算

健康管理 基本情報（住所、地区名、町内名、世帯主名、氏名、生年月日、性別、続柄、個人コード、
電話番号）、各種検診情報、予防接種情報、生活習慣調査情報、在宅療養者情報

成人検診、予防接種、在
宅ケア、成人指導、人間
ドック、保健指導、在宅
療養者支援

農業委員会
農家管理

個人情報（地区名、世帯主名、住所、電話番号、郵便番号、氏名、生年月日、性別、続柄、
農業者年金、国民年金、離農年月日、認定農業者年月日）、土地に関する情報、農業委員選挙
資格の有無、賃貸借情報、使用貸借などに関する契約情報

農地管理、農地移動処理、
農家台帳の作成、農業委
員会総会議案書作成、耕
作証明書発行、生前一括
贈与特例に関する証明発
行、土地情報分析調査

財務会計、
水道企業会計

債権者番号、名称、住所、代表者氏名、電話番号、金融機関名、口座番号、支払額 歳入歳出執行管理

住民基本台帳
ネットワーク

氏名、生年月日、性別、住所、住民票コード、付随情報 国の機関等への本人確認
情報の提供

町のコンピューター利用についてお知らせします
　現在の高度情報化社会で、最も心配されているのがプライバシー保護の問題です。コンピューターに記録された

町民の「個人情報」を保護するため、「白鷹町電子計算機処理に係る個人情報の保護に関する条例」が定められてい

ます。

　この条例に基づき、町がコンピューター利用している個人情報の記録項目と処理状況をお知らせします。

■問い合わせ  総務課情報係（☎85－6121）
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　４月13日、お年寄りを思いやった運転を
呼び掛けようと、ドライバーに啓翁桜の苗
木を配る街頭キャンペーンが国道287号沿
いで行われました。これは、白鷹町の特産
である啓翁桜と高齢者を尊敬する意味があ
る「翁」にちなみ、お年寄りを思いやった
優しい運転を心掛けてもらうため、町や長
井地区交通安全協会などが企画したもの。
当日は、関係者約40人が参加し、苗木300
本を配りました。

�
年
寄
�
�
優
�
�
運
転
�

啓
翁
桜
�
苗
木
�
配
�
安
全
運
転
�
呼
�
掛
�

　４月18日、スポーツ公園で鮎貝さくら祭
りが開かれました。これは、鮎貝土地区画
整理事業の進展に伴い、鮎貝区の活性化な
どを図るため発足した鮎貝まちづくり推進
委員会のメンバーが実行委員会を組織し主
催したもの。会場には、町内の13団体が出
店し、町の特産品や郷土食などを提供。ま
た、アマチュアバンドや白鷹太鼓鷹翔会の
演奏、櫻鷹会のよさこいソーランなどが行
われ、大勢の花見客でにぎわいました。

満
開
�
桜
�
下
�

鮎
貝
�
�
�
祭
�

平
成
16
年
度
白
鷹
町
�
�
�

�
少
年
団
合
同
結
団
式
開
催

　

4
月
10
日
、
中
央
公
民
館
に
お

い
て
「
平
成
16
年
度
白
鷹
町
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
合
同
結
団
式
」
が
行

わ
れ
、
今
年
度
の
活
動
を
開
始
し

ま
し
た
。
結
団
式
で
は
、
５
５
９

人
26
団
の
代
表
者
に
芳
賀
繁
男
本

部
長
よ
り
団
旗
が
手
渡
さ
れ
、
団

員
を
代
表
し
て
「
空
手
道
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
」
の
五
十
峯
豪
士
く
ん

が
活
動
に
向
け
て
の
決
意
を
述
べ

ま
し
た
。
ま
た
、
指
導
者
を
代
表

し
て
「
リ
ト
ル
ホ
ー
ク
ス
野
球
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
」
の
海
老
名
勉
さ

ん
に
教
育
長
よ
り
委
嘱
書
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。

　５月９日、中央公民館大ホールで障害者
とボランティアが手づくりで主催する「お
かえりなさいコンサート」が開かれました。
13回目となった今回は、町内外の福祉施設、
コーラスグループなど７団体が出演し、歌
や劇など変化に富んだステージが繰り広げ
られました。また、特別ゲストに白鷹町出
身の作詞家風戸強さんをお招きし、風戸さ
んの作品の合唱も行われ、満員の会場から
は、盛んな拍手が送られていました。

優
�
�
心
�
立
�
戻
�
�

第
13
回
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　３月30日、農業共済組合役員の任期満了
に伴い、樋口三次郎さん（深山）が農業委
員会会長を退任されました。それに伴い、
４月26日、新会長に槌谷謙滋郎さん（山口）
が就任されました。
　また、農業共済組合から新たに加藤秀一
さん（鮎貝）が農業委員に選任されました。

�
�
�
�
�
願
�
�
�
�

農
業
委
員
会
会
長
�
槌
谷
謙
滋
郎
�
�
�
就
任
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平
成
16
年
度
�
17
年
度
期
白

鷹
町
体
育
指
導
委
員
�
決
�

�
�
�
�
�

　

４
月
16
日
に
白
鷹
町
体
育
指
導

委
員
委
嘱
書
交
付
式
が
行
わ
れ
、

18
人
の
か
た
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

体
育
指
導
委
員
は
、
ス
ポ
ー
ツ

実
技
指
導
、
ス
ポ
ー
ツ
組
織
の
育

成
、
ス
ポ
ー
ツ
行
事
へ
の
協
力
等
、

住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
関
し
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
住
民
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に
尽
力
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

古
瀬　

敏
弘
さ
ん
�
蚕
桑
�

　

小
口　

利
晴
さ
ん
�
蚕
桑
�

　

遠
藤　

晴
海
さ
ん
�
蚕
桑
�

　

赤
間　

敏
明
さ
ん
�
鮎
貝
�

　

今　
　

隆
広
さ
ん
�
鮎
貝
�

　

須
田　
　

瞳
さ
ん
�
鮎
貝
�

　

守
谷　

章
子
さ
ん
�
荒
砥
�

　

加
藤　

秀
人
さ
ん
�
荒
砥
�

　

五
十
嵐　

忠
さ
ん
�
荒
砥
�

　

橋
本　

直
樹
さ
ん
�
十
王
�

　

小
林　

貞
子
さ
ん
�
十
王
�

　

細
谷　

重
彦
さ
ん
�
十
王
�

　

海
老
名
和
好
さ
ん
�
鷹
山
�

　

川
部　

岳
志
さ
ん
�
鷹
山
�

　

吉
田　

隆
二
さ
ん
�
鷹
山
�

　

岡
田　
　

明
さ
ん
�
東
根
�

　

田
中　

伸
一
さ
ん
�
東
根
�

　

菅
原　

陽
子
さ
ん
�
東
根
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

平
成
15
年
度
�
�
町
�
�
�
�
�
�
寄
付
�
�
�
�
�
�
�
�

丸
山
正
志
様
�
荒
砥
甲
�
�

　

油
絵
「
静
寂
」
１
点

海
老
名
文
夫
様
�
滝
野
�
�

　

土
地
25
㎡
（
防
火
水
槽
）

東
北
電
力
株
式
会
社　

　
　
　
　
　
　

長
井
営
業
所
様
�

　

蛍
光
灯
防
犯
灯
12
灯

　

（
明
る
い
街
づ
く
り
に
）

川
部
か
ね
様
�
荒
砥
甲
�
�

　

現
金
20
万
円

　

（
荒
砥
駅
前
交
流
施
設
内
資
料

　

館
充
実
の
た
め
に
）

山
形
市
白
鷹
ふ
る
さ
と
会
様
�

　

現
金
20
万
円

　

（
第
18
回
国
民
文
化
祭
・
白
鷹

　

町
開
催
事
業
の
た
め
に
）

佐
藤
元
保
様
�
埼
玉
県
�
�

　

第
22
次
南
極
越
冬
隊
（
１
９
８

　

１
年
）
越
冬
隊
員
防
寒
具
一
式

　

（
青
少
年
の
科
学
的
関
心
に
資

　

す
る
た
め
）

山
形
お
き
た
ま
農
業
協
同
組
合
様
�

全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会

山
形
県
本
部
様
�

　

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
4
基

　

（
交
通
安
全
の
た
め
に
）

大
滝
完
治
様
�
中
山
�
�

　

陶
器　

水
差
し
（
深
山
焼
）

内
山
洋
一
様
�
長
井
市
�
�

　

Ｓ
Ｌ
写
真
、
橋
名
板
、
乗
車
券

　

等
、
鉄
道
資
料
一
式

　

（
荒
砥
駅
前
交
流
施
設
へ
）

樋
口
巌
様
�
深
山
�
�

　

土
地
１
４
１
㎡（
ポ
ン
プ
庫
用
地
）

加
藤
幸
二
男
様
�
長
井
市
�
�

　

土
地
19
㎡
（
防
火
水
槽
）

渋
谷
康
子
様
�
十
王
�
�

　

土
地
27
㎡
（
防
火
水
槽
）

渋
谷
哲
郎
様
�
十
王
�
�

　

土
地
３
・
９
４
㎡
（
防
火
水
槽
）

白
鷹
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様
�

　

現
金
20
万
円

　

（
図
書
購
入
費
の
た
め
に
）

白
鷹
ロ
�
タ
リ
�
ク
ラ
ブ
様
�

　

現
金
７
万
円

海
老
名
正
二
様
�
中
山
�
�

　

食
用
油
詰
合
せ
7
セ
ッ
ト

　

（
町
の
給
食
の
た
め
に
）

�
学
�
舎
�
�
�
�
白
鷹
�
�

�
�
�
�
�
�

　

白
鷹
町
内
の
校
歌
を
の
こ
す
会

（
加
藤
仁
一
会
長
）
で
は
、
町
内

の
校
歌
を
収
録
し
た
「
学
び
舎
の

う
た
〜
白
鷹
〜
」
を
発
刊
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
貴
重
な
文
化
遺
産

で
あ
る
校
歌
を
後
世
に
残
す
こ
と

を
目
的
に
、
昭
和
29
年
の
白
鷹
町

誕
生
以
来
歌
わ
れ
て
き
た
町
内
す

べ
て
の
校
歌
の
歌
詞
と
主
旋
律
を

収
録
し
た
も
の
で
す
。
帰
省
客
や

同
窓
会
な
ど
で
大
変
好
評
で
、
初

版
の
半
数

以
上
を
す

で
に
頒
布
。

１
冊
１
０

０
０
円
で

頒
布
し
て

い
ま
す
。

▼
頒
布
連
絡
先

古
名　

正
幸（
☎
85

－

２
１
８
５
）

舩
山
た
ま
み（
☎
85

－
０
１
１
７
）

五
十
嵐
治
雄（
☎
85

－
５
５
５
５
）

松
野　

俊
弘（
☎
85

－
２
７
３
０
）

小
関　

俊
英（
☎
85

－

１
６
６
６
）

大
木　

弘
子（
☎
85

－

１
６
７
１
）

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町
内
の
校

歌
を
の
こ
す
会
事
務
局
・
斎
藤
幸

村
（
☎
85

－

５
５
６
３
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

４
月
９
日
、
ホ
ー
ク
ス
会
（
大

嶋
勝
会
長
）
よ
り
福
祉
の
た
め
に

と
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い

た
だ
い
た
寄
付
は
、
こ
ぶ
し
の
家

で
通
所
者

の
自
立
支

援
活
動
に

活
用
さ
れ

ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

東
中
生
徒
�
�
�
�
�
�
�

　

４
月
26
日
、
町
内
各
地
で
東
中

の
生
徒
た
ち
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
同

校
の
創
立
記
念
日
。
こ
れ
ま
で
は

式
典
の
後
、
講
演
会
な
ど
を
開
い

て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
地
域

に
貢
献
で
き
る
こ
と
を
し
よ
う
と
、

全
校
生
徒

で
ご
み
拾

い
な
ど
の

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動

を
行
い
ま

し
た
。
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町
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
不

法
投
棄
現
況
の
確
認
と
現
場
点
検

作
業
を
週
３
回
（
月
・
水
・
金
）

実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
15
年
度

は
、
実
に
合
計
４
０
５
０
㌔
も
の

不
法
投
棄
物
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

不
法
投
棄
さ
れ
て
い
る
主
な
も
の

と
し
て
、
弁
当
の
か
ら
箱
や
空
き

缶
な
ど
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
不
法
投
棄
に
対
し

て
、
５
月
と
10
月
は
強
化
月
間
と

し
て
、
不
法
投
棄
の
早
期
発
見
及

び
未
然
防
止
に
努
め
、
監
視
パ
ト

環
境
�
�
�
�

�
月
�
10
月
�

不
法
投
棄
�
�
�
�
�
強
化
月
間
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
捨
�
�
�
法
律
�
罰
�
�
�
�
�
�

ロ
ー
ル
及
び
不
法
投
棄
防
止
の
啓

発
等
を
集
中
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
で
実
施
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

と
し
て
の
ご
み
拾
い
を
支
援
し
て

い
ま
す
。
事
前
に
ご
連
絡
い
た
だ

く
と
、
ご
み
袋
の
無
償
提
供
及
び

回
収
さ
れ
た
ご
み
を
処
分
し
ま
す
。

（
子
ど
も
会
の
集
団
回
収
と
は
異

な
り
ま
す
。）

　

ご
み
の
な
い
ク
リ
ー
ン
な
町
、

住
み
よ
い
環
境
を
つ
く
っ
て
い
く

た
め
、
皆
さ
ん
の
目
で
監
視
し
、

不
法
投
棄
・
ポ
イ
捨
て
は
絶
対
に

し
な
い
、
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

不
法
投
棄
１
１
０
番
電
話
番
号

（
置
賜
総
合
支
庁
環
境
課
内
）

☎
０
２
３
８

－

26

－

６
０
３
４

■
連
絡
先　

町
民
課
く
ら
し
・
環

境
推
進
係
�
☎
85

－

６
１
３
１
�

元気ニコニコ

しらたか21

元気ニコニコ

しらたか21

こんなふうに変えていこう
公共施設（役場・公民館・学校・保

育園・病院など）の禁煙取り組み

禁煙10カ所→100％

白
鷹
町
健
康
増
進
計
画

�
元
気
ニ
コ
ニ
コ
し
ら
た
か
21
�

で
は
�
健
康
で
豊
か
な
暮
ら
し
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
�

●
元
気
い
�
ぱ
い
子
ど
も
の
健
康

　

づ
く
り

　

「
お
い
し
く
食
べ
て
、
い
っ
ぱ

　

い
遊
ん
で
、
感
動
し
て
元
気
に

　

育
っ
て
ほ
し
い
。」

●
心
も
い
き
い
き
働
き
盛
り
の
健

　

康
づ
く
り

　

「
自
分
の
暮
ら
し
を
大
切
に
し

　

て
、
心
も
い
き
い
き
と
暮
ら
し

　

て
ほ
し
い
。」

●
す
て
き
に
歳
を
重
ね
る
高
齢
期

　

の
健
康
づ
く
り

　

「
い
く
つ
に
な
っ
て
も
、
自
分

　

の
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
る
暮

　

ら
し
を
し
て
ほ
し
い
。」

こ
れ
か
ら
の
健
康
づ
く
り
の

す
す
め
方

　

今
ま
で
の
健
康
づ
く
り
は
、
行

政
や
医
療
機
関
の
指
導
に
よ
り
、

ひ
と
り
で
が
ん
ば
る
健
康
づ
く
り

で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
左
の
【
元
気
ニ

コ
ニ
コ
し
ら
た
か
21
の
健
康
づ
く

り
】
の
よ
う
に
元
気
で
生
き
が
い

の
あ
る
健
康
で
豊
か
な
暮
ら
し
の

実
現
に
向
け
、
皆
さ
ん
が
楽
し
み

な
が
ら
継
続
し
て
生
活
習
慣
改
善

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

町
民
、
地
域
、
企
業
、
行
政
が
一

体
と
な
っ
た
健
康

づ
く
り
を
支
援
す

る
環
境
を
つ
く
り
、

健
康
づ
く
り
運
動

を
展
開
し
て
い
き

ま
す
。

元気ニコニコしらたか21の
健康づくり
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５
月
に
入
�
て

　

先
月
30
日
に
生
徒
会
総
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
新
生
徒
会
が
発
足

し
て
か
ら
初
め
て
の
総
会
で
、
執

行
部
、
各
委
員
長
も
少
し
緊
張
し

た
表
情
で
始
ま
り
ま
し
た
。
議
長

の
菅
原
浩
美
さ
ん
、
副
議
長
の
山

平
麻
衣
さ
ん
の
進
行
で
進
め
ら
れ
、

年
間
目
標
、
重
点
目
標
な
ど
、
こ

れ
か
ら
ど
う
し
て
い
く
か
を
各
委

員
長
が
述
べ
て
い
き
ま
し
た
。
ま

た
、
各
学
年
か
ら
出
さ
れ
た
質
問
、

意
見
、
要
望
な
ど
に
は
き
は
き
と

わ
か
り
や
す
く
答
え
て
い
て
、
生

徒
会
ら
し
い
顔
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
す
べ
て
の
議
案
が

拍
手
と
と
も
に
承
認
さ
れ
、
と
て

も
充
実
し
た
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
総
会
で
得
た
も
の
を
今
後
に

生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
１
年
生
が
入
っ
て
１
カ

月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
部
活
動
や
委

員
会
も
決
ま
り
、
学
校
の
環
境
に

も
慣
れ
て
き
た
こ
ろ
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
不
安
な
面
は
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
１
年
生
の

元
気
あ
ふ
れ
る
パ
ワ
ー
で
が
ん
ば

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

３
年
生
は
い
よ
い
よ
進
学
、
就

職
に
向
け
て
動
き
出
し
ま
し
た
。

面
接
指
導
が
始
ま
り
、
５
月
中
旬

に
は
三
者
面
談
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
３
年
生
は
皆
、
自
分
の
進

路
に
向
け
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
服
装
な
ど
ま
だ
ま
だ
不

安
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
前

よ
り
は
改
善
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ

こ
は
３
年
生
、
き
ち
ん
と
や
っ
て

く
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
ど
ん
ど
ん
大
変
な
時
期
に
入

っ
て
い
く
３
年
生
で
す
が
、
お
互

い
支
え
あ
い
、
自
分
の
進
路
に
向

け
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
「
荒
高
か
わ
ら

版
」
を
通
し
て
、
今
後
も
町
民
の

皆
さ
ん
に
荒
高
の
中
身
を
お
伝
え

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
か

ら
の
ご
意
見
や
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

な
ど
を
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。
荒
高
の
情
報
発
信
基
地
と
し

て
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�
生
徒
会
広
報
委
員
�

　

白
鷹
町
は
、
文
科
省
よ
り
、
平

成
16
年
度
か
ら
３
カ
年
間
「
キ
ャ

リ
ア
教
育
推
進
地
域
」
の
指
定
を

受
け
ま
し
た
。そ
こ
で
、小
・

中
学
校
全
校
と
荒
砥
高
等
学

校
合
計
９
校
が
推
進
学
校
と

な
り
、
家
庭
・
地
域
と
と
も

に
『
豊
か
な
人
生
観
』
を
育

み
な
が
ら
、「
勤
労
観
や
職
業

観
」
を
適
切
に
身
に
付
け
た

人
材
育
成
を
進
め
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
今
ま
で
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
関
わ
り
合
い

な
が
ら
「
郷
土
を
愛
し
、
志

高
く
・
誇
り
薫
る
白
鷹
人
の

育
成
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
責

任
に
お
い
て
育
成
し
よ
う
と

し
て
き
た
『
い
ろ
り
ば
た
の

教
育
』
そ
の
も
の
で
す
。

　

こ
の
機
会
を
と
お
し
、
白

�
�
�
�
教
育
�
地
域
指
定

鷹
の
若
者
が
自
分
の
夢
を
語
り
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
課
題
を
克
服

し
よ
う
と
す
る
力
を
持
ち
、
地
域

人
の
一
員
と
し
て
地
域
に
積
極
的

に
関
わ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
や
地
域
の

大
人
は
と
も
に
活
動
し
な
が
ら
、

彼
ら
か
ら
パ
ワ
ー
と
喜
び
が
も
ら

え
れ
ば
す
ば
ら
し
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

今
こ
そ
、
子
ど
も
も
大
人
も

「
役
に
立
て
る
」
喜
び
と
「
と
も

に
取
り
組
み
克
服
で
き
た
」
満
足

感
を
共
有
で
き
る
町
、
そ
し
て
、

そ
ん
な
人
が
集
う
白
鷹
を
と
も
に

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

教
育
相
談
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す

　

今
年
度
も
お
二
人
の
先
生
が
、

い
ろ
い
ろ
な
相
談
に
応
じ
て
く
だ

さ
い
ま
す
。

　

髙
谷
誠
司
先
生

　

田
中
美
壽
先
生

　

毎
週
木
曜
日
に
は
荒
砥
地
区
公

民
館
で
学
習
会
も
開
催
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
山
形
県
教
育
委
員
会
で

は
、
障
害
の
持
つ
園
児
、
児
童
、

生
徒
と
そ
の
親
に
対
し
「
に
こ
に

こ
相
談
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
会
場　

置
賜
生
涯
プ
ラ
ザ

（
長
井
市
）

▼
期
日　

６
月
18
日
、
８
月
２
日
、

　
　
　
　

10
月
21
日
、
２
月
３
日

＊
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
学

校
教
育
係
（
☎
85

－

６
１
４
４
）
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何
�
勉
強
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
白
鷹
学
講
座
��
企
画
委
員
�
募
集
�
�
�

　

生
涯
学
習
講
座
「
白
鷹
学
講
座
」
を
一
緒
に
企
画
運
営
し
て
く
だ
さ

る
か
た
を
募
集
し
ま
す
。
昨
年
度
は
、
お
す
ぎ
の
シ
ネ
マ
ト
ー
ク
シ
ョ

ー
、
結
城
登
美
雄
講
演
会
、
田
勢
康
弘
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今

年
も
、
地
域
づ
く
り
、
少
子
・
高
齢
化
、
環
境
問
題
、
男
女
共
同
参
画

な
ど
、
わ
た
し
た
ち
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
中
か
ら
講
座
の

テ
ー
マ
を
見
つ
け
講
座
を
開
催
し
学
習
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
か
た
、
勉
強
し
て
み
た
い
テ
ー
マ
が
あ

る
か
た
、
仲
間
と
何
か
始
め
て
み
た
い
か
た
、
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

年
齢
、
男
女
を
問
い
ま
せ
ん
。
ご
一
報
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

６
月
中
に
第
１
回
の
企
画
委
員
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
お

申
し
込
み
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

　

（
☎
85

－

６
１
４
７
）

成
人
式
�
�
案
内
�
実
行
委
員
�
募
集

　

今
年
度
の
成
人
式
は
左
記
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。
対
象
の
か
た
に
は

７
月
上
旬
に
ご
案
内
し
ま
す
。
今
、
郷
土
を
離
れ
て
い
る
皆
さ
ん
に
も

ご
家
族
の
か
た
か
ら
日
程
に
つ
い
て
今
か
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
例
年
、
成
人
式
の
後
、
成
人
者
の
皆
さ
ん
の
企
画
運
営
に
よ

り
成
人
祭
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
成
人
祭
の
実
行
委
員
を
募
集

し
ま
す
。
思
い
出
に
残
る
成
人
祭
を
皆
さ
ん
の
手
で
作
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。
６
月
中
に
第
１
回
の
実
行
委
員
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
お
申
し
込
み
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
成
人
式　

・
日
時　

８
月
15
日
（
日
）
午
前
10
時

・
会
場　

パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
白
鷹

・
対
象　

昭
和
58
年
４
月
２
日
〜
昭
和
59
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
か
た

▼
実
行
委
員
募
集
し
め
き
り　

５
月
31
日
（
月
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

　

（
☎
85

－

６
１
４
７
）

５月のパソコン講習会予定

期日 時間 コース名 内容 受講料

5月20日（木） 午後1時～4時 Windows 入門
パソコン初心者の方向け。まず触れてみることから初
めてみませんか。

3,000円

5月21日（金）午前10時～午後5時 ワード入門
文書作成の基本を勉強します。文字入力初心者の方で
も安心です。

4,000円

5月24日（月）午前10時～午後5時 エクセル入門表作成編 表計算の基本と表の作成について勉強します。 4,000円

5月25日（火） 午後1時～5時 ワード応用 ワードの役立つ機能を紹介します。 5,000円

5月26日（水） 午後1時～5時 エクセル関数 関数を使って仕事に役立つ勉強をします。 5,000円

5月28日（金） 午後1時～4時 インターネット
世界中の色々なホームページを閲覧できるように勉強
します。

3,000円

６月のパソコン講習会予定

期日 時間 コース名 内容 受講料

6月3日（木） 午後1時～4時 Windows 入門
パソコン初心者の方向け。まず触れてみることから初
めてみませんか。

3,000円

6月8日（火） 午前10時～午後5時 ワード入門
文書作成の基本を勉強します。文字入力初心者の方で
も安心です。

4,000円

6月10日（木）午前10時～午後5時 エクセル入門表作成編 表計算の基本と表の作成について勉強します。 4,000円

6月14日（月） 午後1時～5時 ワード応用 ワードの役立つ機能を紹介します。 5,000円

6月15日（火） 午後1時～5時 エクセル関数 関数を使って仕事に役立つ勉強をします。 5,000円

6月17日（木） 午後1時～4時 インターネット
世界中の色々なホームページを閲覧できるように勉強
します。

3,000円

6月21日（月） 午後1時～4時 電子メール
電子メールで文面や情報をやり取りできるように勉強
します。

3,000円

6月22日（火）午前10時～午後5時 ホームページ
初心者の方でもホームページを作成公開できるように
勉強します。

5,000円

6月24日（木）午前10時～午後5時 アクセス
Microsoft Access を使用して、データベースの構築方
法を勉強します。

5,000円

５・６月のパソコン講習会

▼定員　各コース20人
▼テキスト代　実費（テキスト代は各コース1500円前後）
▼会場 白鷹町総合情報センター（パワーセンター白鷹隣）
■申込・問い合わせ　白鷹町総合情報センター（☎86－0151）
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佳
作　

遠
く
住
む
子
の
無
事
だ
け
を
祈
る
老
い　
　

荒
砥
甲　

井
澤
芙
佐
子

　

〃　

遠
足
の
て
る
て
る
坊
主
雨
に
濡
れ　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
達
夫

　

〃　

遠
回
り
し
た
遅
咲
き
の
サ
ク
ラ
サ
ク　
　
　

佐
野
原　

五
十
嵐
あ
き
よ

　

〃　

福
耳
と
言
わ
れ
た
耳
も
遠
く
な
り　
　
　
　

広　

野　

竹
田　

義
子

　

〃　

血
圧
が
お
酒
を
遠
い
も
の
に
す
る　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

　

〃　

絵
手
紙
に
遠
い
故
郷
の
風
の
色　
　
　
　
　

横
田
尻　

金
田　

れ
ん

　

〃　

不
都
合
は
遠
く
聞
こ
え
ぬ
老
い
の
耳　
　
　

横
須
賀　

菊
地　

美
芳

　

〃　

遠
い
空　

同
胞
の
無
事
祈
る
日
　々
　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

　

〃　

遠
吠
え
と
油
断
は
で
き
ぬ
核
と
テ
ロ　
　
　

荒
砥
乙　

熊
坂　

鷹
史

　

〃　

遠
い
道
転
び
な
が
ら
に
来
た
八や

そ

じ

十
路　
　
　

小
田
原　

井
上　

秀
雄

　

〃　

宝
く
じ
当
た
っ
た
話
遠
く
聞
く　
　
　
　
　

畔　

藤　

川
井　

千
代

　

〃　

遠
く
て
も
す
ぐ
そ
こ
に
あ
る
母
の
愛　
　
　

荒
川
区　

戸
村　

絹
代

秀
逸　

雷
鳴
も
遠
の
き
月
の
村
に
な
る　
　
　
　
　

小
山
沢　

吉
田　

ち
よ

　

〃　

幸
せ
に
遠
回
り
し
た
半
世
紀　
　
　
　
　
　

高　

岡　

長
岡
不
二
子

　

〃　

と
き
め
い
て
遠
回
り
す
る
月
の
道　
　
　
　

荒
砥
乙　

高
橋　

白
兎

　

〃　

願
い
事　

遠
く
の
神
に
懸か

け
て
み
る　
　
　

荒
砥
甲　

菊
地　

豊
村

　

〃　

介
護
法
を
遠
く
話
せ
る
幸
に
居
る　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

　

〃　

祝
電
を
打
っ
て
主
流
に
遠
く
住
む　
　
　
　

荒
砥
乙　

梅
沢　

草
路

　

〃　

老
い
淋
し
孫
の
電
話
も
遠
く
な
る　
　
　
　

細　

野　

安
達　

昭
吾

　

〃　

国
あ
げ
て
遠
い
火
星
に
描
く
夢　
　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

と
も

　

〃　

遠
く
去
る
人
を
見
て
い
る
千
枚
田　
　
　
　

山　

形　

須
川　
　

清

　

〃　

菖
蒲
湯
の
匂
い　

幼
い
日
と
入
る　
　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

五
客　

遠
く
か
ら
飛
ん
で
来
た
の
ね
花
の
種
子　
　

折　

居　

海
老
名
き
ち

　

〃　

遠
来
の
友
と
語
っ
て
夜
が
白
む　
　
　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

　

〃　

遠
い
道　

悲
喜
交こ
も
ご
も々

の
人
生
譜　
　
　
　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

　

〃　

縺も
つ

れ
糸
解
か
れ
る
迄ま
で

の
遠
い
距
離　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津
た
つ
ゑ

　

〃　

疎
遠
詫
び
て
今
夜
は
地
酒
提さ

げ
て
く
る　
　

十　

王　

志
鎌
は
る
ゑ

人
位　

口
惜
し
さ
も
辛
さ
も
遠
い
過
去
と
な
る　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

地
位　

出
世
に
は
遠
く
野
良
着
を
干
し
て
い
る　
　

畔　

藤　

堀
内　

芳
夫

天
位　

遠
回
り
し
て
も
確
か
な
道
歩
む　
　
　
　
　

鮎　

貝　

土
屋　

文
香

　

軸　

追
い
越
し
て
ゆ
く
風
が
あ
る
遠
い
道　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

美
笑

次
回
課
題　

「
色
」
五
月
末
日
ま
で　

「
盆
」
六
月
末
日
ま
で

一
題
三
句
は
が
き
に
て　

届
先　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
九
四　

菊
地　

克
二
ま
で

�
町
報
川
柳
�　　

遠
い　
　
　
　

安
部　

美
笑　

選

く
ら
し
の
せ
ん
き
�
講
座

今
月
�
�
�
�
�
投
票
所
�

◆
投
票
所
の
場
所

�

投
票
所
�
市
町
村
�
選
挙
管
理

委
員
会
�
指
定
�
�
場
所
�
設
置

�
�
�
�
�
白
鷹
町
�
�
現
在
�

町
内
26
投
票
区
�
分
�
�
�
�
�

投
票
区
�
�
�
�
�
�
投
票
所
�

設
置
�
�
�
�
�
�
��

◆
投
票
所
の
開
閉
時
刻

�

投
票
所
�
選
挙
�
当
日
�
投
票

日
�
�
午
前
�
時
�
開
�
�
午
後

�
時
�
閉
�
�
�
�
�
法
律
�
定

�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
市
町
村
�
選
挙
管
理

委
員
会
�
�
�
投
票
�
支
障
�
来

�
�
�
場
合
�
限
�
�
開
�
時
刻
�

閉
�
�
時
刻
�
繰
�
上
�
�
�
�

�
繰
�
下
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
投
票
所
�
場
所
�
開
閉
時
刻
�

�
�
�
�
�
各
選
挙
�
�
�
配
布

�
�
�
投
票
所
入
場
券
�
記
載
�

�
�
�
�
�
�
�
�
入
場
券
�
�

手
元
�
届
�
�
�
�
�
必
�
内
容

�
�
確
認
�
�
�
�
�

◆
投
票
管
理
者
と
投
票
立
会
人

�

各
投
票
所
�
�
投
票
管
理
者
�

投
票
立
会
人
�
�
�
�
�
�
�

�

投
票
管
理
者
�
�
選
挙
権
�
有

�
�
人
�
中
�
�
選
任
�
�
�
投

票
事
務
全
般
�
管
理
執
行
�
�
投

票
�
関
�
�
手
続
�
�
�
�
�
�

�
�
�
最
終
的
�
決
定
権
�
持
�

最
高
責
任
者
�
�
�
�
�
�

�

投
票
立
会
人
�
�
各
投
票
区
�

選
挙
人
名
簿
�
登
録
�
�
�
人
�

中
�
�
選
任
�
�
�
投
票
事
務
�

公
正
�
行
�
�
�
�
�
監
視
�
�

�
�
�
主
�
任
務
�
�
�
�
�
�

�
�
投
票
立
会
人
�
数
�
�
投
票

区
�
�
�
�
人
以
上
�
人
以
下
�

定
�
�
�
�
�
�
�
�

●
こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
？�

・
投
票
所
入
場
券
を
忘
れ
た
り
�

失
く
し
て
し
ま
�
た
と
き

�

投
票
所
入
場
券
�
�
�
�
�
�

投
票
所
�
係
員
�
申
�
出
�
�
投

票
�
�
�
�
�
�
確
認
�
�
�
�

投
票
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

・
病
気
や
け
が
な
ど
で
字
が
書
け

な
い
と
き

�

字
�
書
�
�
�
困
難
�
場
合
�
�

投
票
所
�
職
員
�
代
筆
�
�
�
�

必
要
�
�
�
�
投
票
所
�
申
�
出

�
�
�
�
�
�

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
�

白
鷹
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

事
務
局
�
☎
85

－

６
１
２
０
�

明るい選挙の

イメージキャラクター

「選挙のめいすいくん」

　　 なぞなぞ

こぐ
わ保
育園

つぶ
やき

つぶ
やき 園児「もんだいです。どうして地

　　球はあるんでしょうか？」

せんせい「はーい。わたしたち人

　　　　間が住んでいるからです」

園児「正解でーす」

園児「第２問。どうして雲はある

　　んでしょうか？」

せんせい「はーい。空があるから

　　　　です」

園児「ブーブー。死んだ人が落ち

　　てこないようにでーす」
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三
�
瀧
不
動
尊
大
祭

　

養
蚕
安
全
・
眼
病
平
癒
・
交
通

安
全
・
火
盗
消
除
の
守
護
「
三
ツ

瀧
不
動
尊
」
の
大
祭
が
行
わ
れ
ま

す
。
皆
さ
ん
ご
参
拝
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

５
月
23
日
（
日
）
午
前

10
時
30
分

▼
ど
こ
で　

三
ツ
瀧
不
動
尊
境
内

（
雨
天
時
、
貝
生
公
民
館
）

▼
直
会　

貝
生
公
民
館
、
午
後
２

時
30
分
よ
り

▼
御
札　

一
体
５
０
０
円

＊
流
し
ソ
ー
メ
ン
な
ど
は
有
料
で

す
。

▼
交
通　

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
午
前
９

時
45
分
（
役
場
発
）

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町
観
光
協

会
（
☎
86

－

０
０
８
６
）

国
際
�
�
�
�
�
�
�
長
井
認

証
15
周
年
記
念
�
�
�
�
�
�

講
演
会

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

迎
�
�
�

▼
い
つ　

５
月
28
日
（
金
）
午
後

６
時
30
分
開
演

▼
ど
こ
で　

長
井
市
民
文
化
会
館

▼
演
題　

「
み
ん
な
未
来
に
生
き

る
〜
少
子
・
高
齢
化
社
会
へ
の
提

言
〜
」

▼
入
場
料　

前
売
２
５
０
０
円

　
　
　
　
　

当
日
３
０
０
０
円

▼
入
場
券
取
扱　

長
井
市
民
文
化

会
館
、
タ
ス
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
、
八

文
字
屋

■
問
い
合
わ
せ　

ベ
ル
テ
ィ
ー
サ

イ
ト
ウ
（
☎
88

－

５
０
１
５
）

第
33
回
長
井
高
等
学
校
吹
奏
楽

部
定
期
演
奏
会

▼
い
つ　

５
月
30
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
会
場
、
２
時
開
演

▼
ど
こ
で　

長
井
市
民
文
化
会
館

▼
入
場
料　

２
５
０
円

■
問
い
合
わ
せ　

県
立
長
井
高
等

催　し

募　集

おしらせ

�
利
用
�
�
�
�

宅
老
所�
�
�
�
�
�
家
��

�
月
15
日
�
�
開
設
�
�
�

▼
こ
ん
な
時
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
介
護
に
疲
れ
て
休
み
た
い
と
き

・
急
な
用
で
家
を
留
守
に
す
る
と

き・
日
中
話
し
相
手
が
ほ
し
い
と
き

ち
ょ
ぼ
ら
の
家
が
ご
家
族
に
変
わ

っ
て
お
世
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。　

▼
開
所
時
間　

午
前
７
時
30
分
〜

午
後
６
時
ま
で
（
時
間
外
に
つ
い

て
は
相
談
に
応
じ
ま
す
）　

▼
謝
礼
金

・
１
時
間　

５
０
０
円

・
６
時
間
以
上
（
日
帰
り
）

　
　
　
　
　

３
０
０
０
円

白
鷹
山
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
誘
�

　

風
薫
る
５
月
、
新
緑
の
中
を
ゆ

っ
く
り
と
白
鷹
山
に
登
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
な
だ
ら
か
な
散
策
コ
ー

ス
で
す
。
友
だ
ち
や
家
族
を
誘
っ

て
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

５
月
30
日
（
日
）
小
雨

決
行　

▼
対
象　

小
さ
い
お
子
さ
ん
か
ら

ど
な
た
で
も
、
約
３
時
間
の
散
策

が
可
能
な
か
た

▼
持
ち
物　

お
に
ぎ
り
・
お
や
つ

・
飲
み
物
・
タ
オ
ル
・
雨
具
・
セ

ー
タ
ー
類
・
ご
み
拾
い
用
の
ビ
ニ

ー
ル
袋
・
軍
手
な
ど

▼
服
装　

ゆ
と
り
あ
る
運
動
着
・

防
寒
具
・
運
動
靴

▼
参
加
費　

５
０
０
円
（
お
昼
の

お
か
ず
代
）

▼
定
員　

先
着
40
人
程
度

▼
申
込
し
め
き
り　

５
月
21
日

（
金
）
ま
で

▼
行
程

７
時　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
正
面

　
　
　

玄
関
集
合

８
時　

白
鷹
山
高
原
放
牧
場

９
時
30
分　

山
頂
到
着
・
休
憩

10
時
30
分　

雨
量
レ
ー
ダ
ー
到
着

　
　
　
　
　

休
憩
・
施
設
見
学

１
時　

白
鷹
ス
キ
ー
場

　
　
　

昼
食
〝
ま
ぁ
・
ど
ん
な
れ

　
　
　

す
と
ら
ん
〞
で
山
菜
汁
を

　
　
　

い
た
だ
き
ま
す
。

２
時
30
分　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

着
・
解
散

＊
雨
天
中
止
の
場
合
は
、
当
日
の

朝
、
電
話
で
ご
連
絡
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
福

祉
課
健
康
推
進
係
（
☎
86

－

０
２

１
０
）

手
話
教
室
�
入
門
編
�
受
講
生

募
集

▼
い
つ　

５
月
18
日
（
火
）
〜
10

月
ま
で
の
第
１
・
３
火
曜
日
（
計

10
回
）

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館

▼
受
講
料　

８
５
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
）

▼
講
師　

聴
力
障
害
者
協
会　

大

竹
雄
次
さ
ん

＊
初
心
者
対
象
で
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
手

話
サ
ー
ク
ル
・
安
部
（
☎
０
９
０

－

４
８
８
２

－

９
４
２
９
）

学
校
吹
奏
楽
部
顧
問
・
佐
藤
（
☎

84

－

１
６
６
０
）

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
祭
�
�
開
催
�
�
�

▼
い
つ　

６
月
６
日
（
日
）
午
前

10
時
30
分
〜
午
後
２
時
ご
ろ

▼
ど
こ
で　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
福
祉
支
援
セ

ン
タ
ー
「
す
ぎ
な
」（
長
井
市
）

▼
内
容　

自
主
作
品
の
展
示
・
販

売
、
バ
ザ
ー
品
の
販
売
、
喫
茶
コ

ー
ナ
ー
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
福
祉
支

援
セ
ン
タ
ー
「
す
ぎ
な
」（
☎
88

－
２
０
７
９
）



　　 広報しらたか　2004.5.14●23

▼
場
所　

白
光
園
と
な
り
（
元
町

立
病
院
医
師
住
宅
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

ち
ょ
ぼ

ら
の
家
（
☎
85

－

６
１
８
８
）

＊
「
ち
ょ
ぼ
ら
の
家
」
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
運
営
し
ま
す
。
自
宅
と

同
じ
よ
う
に
安
心
し
て
一
日
を
過

ご
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
っ
て
み
た
い

か
た
も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
で
き
る
こ
と
を
、
ち
ょ

っ
と
し
た
時
間
で
、
ち
ょ
っ
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
が
「
ち
ょ
ぼ
ら
」
で
す
。

白
鷹
町
蚕
桑
紬
�
�
�
屋
内
運

動
場
�
利
用
方
法
�
�
�
11
月
�

�
変
更
�
�
�
�

　

４
月
１
日
よ
り
紬
パ
ー
ク
の
管

理
人
が
非
常
駐
と
な
っ
た
た
め
、

教
育
委
員
会
に
使
用
申
し
込
み
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、

５
月
１
日
よ
り
中
央
公
民
館
あ
て

行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
変
更
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
土
、
日
、
祝

日
及
び
午
後
５
時
以
降
の
利
用
申

込
、
利
用
取
消
に
対
応
す
る
た
め

で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
た
び
の
変
更
に
関

し
て
、
新
た
に
「
白
鷹
町
蚕
桑
紬

パ
ー
ク
屋
内
運
動
場
施
設
使
用
細

則
」
を
制
定
し
ま
し
た
の
で
、
利

用
に
際
し
て
は
こ
れ
ま
で
の
運
用

事
項
で
は
な
く
、
本
細
則
を
遵
守

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
利
用
実
績
の
あ
る
団
体

に
は
関
係
文
書
を
送
付
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
ご
意
見
等
が

あ
り
ま
し
た
ら
教
育
委
員
会
ま
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
、
紬
パ
ー
ク
は
常
時
施

錠
と
な
り
ま
す
の
で
、
使
用
に
際

し
て
は
、
管
理
人
よ
り
直
接
カ
ギ

を
借
用
（
返
却
）
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

▼
受
付
時
間

・
使
用
申
込　

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
10
時
（
毎
月
第
３
日
曜
日
、

年
末
年
始
閉
庁
期
間
を
除
く
）

・
使
用
取
消　

使
用
２
日
前
の
午

後
10
時
ま
で
行
う
こ
と

＊
そ
の
他
、
利
用
に
関
す
る
詳
細

に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
（
☎

85

－

６
１
４
７
）

＊
蚕
桑
紬
パ
ー
ク
屋
内
運
動
場
６

月
の
休
館
日
は
６
月
７
日
、
14
日
、

21
日
、28
日
で
す
。

建
設
水
道
課
�
�
�
�
知
�
�

▼
上
下
水
道
料
金
の
冬
期
精
算
に

つ
い
て

　

１
月
請
求
分
か
ら
４
月
請
求
分

は
、
12
月
検
針
の
水
量
で
算
出
し

た
金
額
（
推
定
料
金
）
で
納
め
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
５

月
検
針
（
５
月
請
求
分
）
で
精
算

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、

還
付
金
が
発
生
し
た
場
合
は
、
６

月
請
求
分
に
充
当
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
メ
ー
タ
ー
検
針
に
つ
い
て
の
お

願
い

　

検
針
業
務
に
支
障
が
出
ま
す
の

で
次
の
こ
と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物

を
置
か
な
い
。

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
周
辺
に
犬

を
つ
な
い
で
お
か
な
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
水

道
業
務
係
（
☎
85

－

６
１
３
７
）

統
計
調
査
�
�
協
力
�
�
�
�

　

６
月
１
日
現
在
で
事
業
所
・
企

業
統
計
調
査
、
商
業
統
計
調
査
及

び
サ
ー
ビ
ス
業
基
本
調
査
が
、
全

国
一
斉
に
１
枚
の
調
査
票
で
同
時

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
統
計
法
に
基
づ

い
て
実
施
さ
れ
る
国
の
重
要
な
調

査
で
す
。
提
出
さ
れ
た
調
査
票
を

統
計
上
の
目
的
以
外
に
使
用
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
情
報
係

（
☎
85

－
６
１
２
１
）

�
人
権
�
�
�
�
相
談
所
�

開
設
�
�
知
�
�

　

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
で
す
。

　

法
務
局
・
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
で
は
、
人
権
擁
護
委
員
の
日
に

合
わ
せ
て
全
国
一
斉
「
人
権
な
ん

で
も
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

▼
い
つ　

６
月
１
日
（
火
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
八
乙
女
荘
」

▼
相
談
員　

人
権
擁
護
委
員
、
法

務
局
職
員

▼
相
談
内
容　

夫
婦
・
家
族
間
の

い
ざ
こ
ざ
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
、

遺
産
問
題
、土
地
の
境
界
問
題
な
ど

▼
白
鷹
町
の
人
権
擁
護
委
員

重
野
ち
え
子（
荒
砥
）、
新
野
美
代

子（
鮎
貝
）、
梅
津
一
郎
（
鮎
貝
）、

小
松
紀
夫（
十
王
）、
衣
袋
庄
三
郎

（
畔
藤
）

■
問
い
合
わ
せ　

長
井
人
権
擁
護

委
員
協
議
会
（
法
務
局
長
井
支
局

内
・
☎
88

－

２
５
８
７
）

春
季
行
政
相
談
強
調
週
間

　

行
政
相
談
委
員
及
び
総
務
省
山

形
行
政
評
価
事
務
所
で
は
、
国
の

仕
事
を
は
じ
め
、
公
団
な
ど
の
特

殊
法
人
の
仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情

や
要
望
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

５
月
17
日（
月
）か
ら
23
日（
日
）ま

で
の
一
週
間
は
、「
春
季
行
政
相
談

強
調
週
間
」
と
し
て
、
皆
さ
ん
の

相
談
に
集
中
的
に
応
じ
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口

▼
白
鷹
町
の
行
政
相
談
委
員

奥
山
正
雄
（
荒
砥
甲
・
☎
85

－

３

８
４
１
）

▼
総
務
省
山
形
行
政
評
価
事
務
所

（
☎
０
５
７
０

－

０
９
０
１
１
０
）

平
成
16
年
度
国
民
生
活
基
礎
調

査
�
�
協
力
�
�
�
�

　

こ
の
調
査
は
、
世
帯
の
構
成
・

保
健
・
医
療
・
福
祉
・
年
金
な
ど

の
暮
ら
し
に
か
か
わ
る
状
況
を
調

査
す
る
も
の
で
、
国
民
基
礎
調
査

（
世
帯
票
・
健
康
票
・
介
護
票
）

は
６
月
10
日
（
木
）
に
実
施
さ
れ

ま
す
。
調
査
結
果
は
、
福
祉
対
策
、

医
療
保
健
、
年
金
制
度
運
営
な
ど

厚
生
行
政
の
基
礎
資
料
と
し
て
用

い
ら
れ
ま
す
。

　

調
査
対
象
地
域
の
世
帯
に
調
査

員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
調
査

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
保
健
所
保

健
企
画
課
企
画
班
（
☎
０
２
３
８

－

22

－

３
０
０
０
）
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春
４
月
。
本
町
の
古
典
桜
の
エ
ド

ヒ
ガ
ン
の
花
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に

通
り
過
ぎ
た
感
が
あ
る
。
本
年
も
多

く
の
人
び
と
が
、
県
内
外
か
ら
そ
の

花
と
木
の
姿
を
見
る
た
め
に
訪
れ
た
。

　

ま
た
、
国
道
２
８
７
号
荒
砥
〜
東

根
間
に
植
栽
さ
れ
て
い
る
こ
ぶ
し
の

花
も
徐
々
に
花
を
多
く
つ
け
る
よ
う

に
な
り
、
今
年
は
桜
と
ほ
と
ん
ど
同

時
期
に
見
ご
ろ
と
な
っ
た
。

　

春
４
月
に
お
い
て
、
冬
・
雪
か
ら

大
地
に
緑
が
も
え
る
季
節
へ
の
変
化

の
出
発
の
ひ
と
つ
の
象
徴
を
、
こ
れ

ら
桜
や
こ
ぶ
し
の
花
に
よ
っ
て
実
感

で
き
る
こ
と
は
、
わ
が
町
に
住
む
者

と
し
て
幸
せ
な
こ
と
で
あ
る
。
考
え

て
み
れ
ば
、
桜
は
日
本
を
代
表
す
る

花
木
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
ぶ
し
は
北

国
の
春
を
最
初
に
告
げ
る
花
木
と
も

言
わ
れ
る
。
白
鷹
町
は
、
全
国
一
の

古
典
桜
を
持
つ
里
と
し
て
の
評
価
も

高
ま
り
つ
つ
あ
り
、
ま
た
、
こ
ぶ
し

に
つ
い
て
は
、
案
外
ま
だ
知
ら
れ
て

い
な
い
が
、
約
３
㌔
に
わ
た
っ
て
こ

ぶ
し
並
木
が
続
い
て
い
る
の
は
、
全

国
で
も
ほ
か
に
な
い
だ
ろ
う
と
の
識

者
の
話
で
あ
る
。
20
年
後
、
30
年
後
、

ど
の
よ
う
な
白
い
花
の
並
木
が
つ
く

ら
れ
る
の
か
思
い
の
高
ま
る
こ
と
で

あ
る
。

　

本
年
の
桜
の
時
期
は
、
強
風
と
雨

の
中
で
の
感
が
強
か
っ
た
。
そ
の
分
、

来
町
者
に
は
心
残
り
の
部
分
が
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
そ
の
よ
う

な
中
で
来
町
者
を
迎
え
ら
れ
た
町
内

の
関
係
団
体
、
地
域
づ
く
り
団
体
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
関
係
者
の
か
た

が
た
本
当
に
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。

そ
し
て
４
月
23
日
に
は
、
釜
の
越
桜

を
救
う
た
め
の
河
口
恭
吾
さ
ん
の
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
荒
砥
小

学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
た
。
会
場
が

あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
感
動
的
な
コ
ン

サ
ー
ト
で
あ
り
、
河
口
さ
ん
の
善
意

と
そ
れ
を
企
画
さ
れ
た
実
行
委
員
会

の
か
た
が
た
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

た
い
。

　

白
鷹
町
で
は
、「
春
サ
ク
ラ
、
夏
は

ベ
ニ
バ
ナ
、
秋
は
ア
ユ
、
冬
は
隠
れ

蕎
麦
屋
の
し
ら
た
か
へ
。」と
四
季
観

光
を
推
進
し
て
い
る
。
も
う
じ
き
訪

れ
る
夏
に
は
、
県
内
一
の
栽
培
面
積

を
誇
る
紅
花
の
季
節
を
迎
え
る
。
地

域
（
本
町
）
に
存
す
る
、
地
域
で
創

り
上
げ
た
誇
れ
る
資
源
と
、
そ
の
価

値
を
高
め
て
い
る
多
く
の
人
び
と
に

よ
る
年
間
を
通
し
て
の
キ
ラ
リ
と
光

る
交
流
の
促
進
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　

人
び
と
の
交
流
が
拡
大
し
て
い
く

た
め
の
基
礎
条
件
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

地
域
に
存
在
す
る
資
源
の
魅
力
を
高

め
る
こ
と
。
心
に
う
る
お
い
を
感
じ

る
美
し
い
環
境
と
す
る
こ
と
。
人
と

人
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
心
の
つ
な

が
り
）を
大
事
に
す
る
こ
と
。そ
し
て
、

な
ん
と
い
っ
て
も
町
民
参
画
（
地
域

の
人
び
と
の
主
体
的
活
躍
）
で
あ
ろ

う
。

　

今
後
さ
ら
に
、
人
び
と
は
個
性
的

な
心
の
充
実
を
求
め
て
地
域
の
価
値

を
評
価
し
、
行
動
す
る
で
あ
ろ
う
。

一
本
の
古
木
の
桜
に
多
く
の
人
び
と

が
集
ま
る
ゆ
え
ん
で
も
あ
る
。
そ
し

て
、
本
町
が
多
く
の
人
び
と
に
よ
り
、

人
生
の
中
で
の
一
つ
の
想
い
と
し
て
、

心
の
安
ら
ぐ
美
し
い
ま
ち
と
し
て
成

長
し
て
い
け
れ
ば
と
思
う
。

�
釜
�
越
桜
�
�
�
�
��

河
口
恭

吾
�
桜
�
�
�
�
�
�
月
23
日
�
行

�
�
�
�
�
�
悪
天
候
�
�
�
�
釜

�
越
桜
�
見
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
感
動

的
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

願
�
�
釜
�
越
桜
�
届
�
�
元
気
�

姿
�
�
�
�
�
�
�
�
思
�
�
�
�

�
急
�
会
場
変
更
�
�
�
�
大
�
�

問
題
�
�
�
�
無
事
開
催
�
�
�
�

�
�
影
�
�
�
�
�
支
�
�
�
�
�

�
�
実
行
委
員
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
皆
�
�
�
�
�
�
�
�
�

本
当
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

●3月23日 ▼4月22日

　 お く や み　　

 住所　　 氏　　　名　 年齢
荒砥甲　　沖　　三千代　87
鮎　貝　佐　竹　文　男　49
荒砥甲　齋　藤　武　雄　82
十　王　荒　川　と　め　91
横田尻　須　貝　正　雄　85
畔　藤　志　田　要　助　75
荒砥甲　安　達　たもよ　89
高　玉　佐　藤　ヨ　ネ　82
高　岡　大　滝　文　夫　75
鮎　貝　梅　津　し　ん　90
荒砥乙　堀　川　秀　一　80
横田尻　鈴　木　二　男　70
萩　野　海老名　ゑ　い 101
萩　野　川　部　き　よ　73

No.896
2004-5

-14

広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
�

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍係にお申し出ください。
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�
資
源
�
観
光
�

こんにちは赤ちゃん

 住所 父母の名 子の名

畔　藤 小形 　敦 征
せい

　也
や

孝　子

荒砥甲 小形 陽　一 純
じゅん

　星
せい

百合子

高　岡 大滝 幸一郎 彩
さ く ら

桜小　巻

高　玉 金田 長　市 美
み

　桜
お

ワニータ　へリート

浅　立 丸山 　洋 茶
ちゃ

　子
こ

明　美

十　王 松野 真　樹 殊
しゅ

　音
おん

み　き

鮎　貝 鈴木 　洋 千
ち

　種
ぐさ

由香里

菖　蒲 齋　 　了 吏
り

　乃
の

純　江

畔　藤 藤守 真　一 華
か

　鈴
りん

直　子

高　玉 新野 辰　広 大
だい

　樹
き

まさ子

横田尻 色摩 正　一 颯
はや

　人
と

純　子

山　口 髙木 朋　和 優
ゆ

　月
づき

理　香

荒砥甲 野口 啓　三 和
かず

　人
と

由　子

ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　  住所

（髙　橋　健　一　　荒砥甲
松　田　悦　子　　川西町

（3月18日婚姻）

（菊　地　正　美　　浅　立
堀　江　里　佳　　十　王

（菅　間　洋　一　　畔　藤
佐　藤　弘　奈　　山形市

（大　木　和　彦　　畔　藤
渡　邉　千　春　　山形市

（土　屋　　豊　　　横田尻
矢ノ目　ふみ子　　天童市


